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はじめに 


このたびは、 AEG-Electrolux 電子レンジ付オーブンをお買い上げいただき、まこと 
にありびとラございます。 

-本取扱説明書をよ<お読みのラえ、正しくお使い<ださい。 

-本取扱説明書の最後に製品な証書びついています。製品保証書の内容および r お買 
い上げ曰/販売店名」の記入をお確かめの5え、大切にな管して < ださい。 

-設置および使用び正し<行われなかった場合の故障や事故については、責任を負い 
かねますのであらかじめご了承ください。 

目次- 

はじめに/目な . 2-3 

を全上のごま意/ま全にお使いいただくために . 4 

警告/ま意/製品の廃棄処分をするとを . 已 -9 

電モレンジ使用上のを意 .10-11 

加熱びでをないちの . 11 

各部の名称/前面部/コントロールパネル . 12 

ディスプレイの表示/操作キーの操作について . 13 

庫内/付属品（グ U ルプレート•グラスプレート•調理プレート•他） ...• 14 

調理プレートとグリルプレートの入れ方 . 1已 

調理温度-機能一覧表 . 1己 

はじめてご使用になる前に （1) 時刻の設定と変更 . 17 

はじめてご使用になる前に （2) 使用前の掃除 . 18 

テストモードで動作確認を行う . 18 

才ーブンの使いち（基本操作） . 19 

スピード調理機能について/スピード調理の設定 . 20 

才ーブン調理と電子レンジ調理の機能 . 21 

電モレンジの使いち（基本操作） .22-23 

コンビ機能の使いち（基本操作） .24-2 已 

電子レンジークィックスタート機能の使い方（基本操作） . 2日 

電子レンジーパワーレベル表 . 27 

電モレンジーオートプ□グラム調理の設定 .28-29 

才ーブン調理ーメモ U - 機能 . 30 

さまざまな時計機能と使いち-時計機能一共通の操作ち法 .31-32 

カウントダウン機能の設定 . 33 

電モレンジー加熱時間の設定 . 34 
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オーブン調理一調理時間の設定 ① . 3已 

オーブン調理一調理時間の設定 ③一③ .36-37 

その他の機能 

操作音の on / off の設定 . 38 

チャイルドロックの設定 . 39 

セーフティ機能 . 40 

才ーブン調理を行うとき . 41 

ベンチヴーモ調理を行うとを . 41 

ベンチヴーモ調理に適した調理容器 . 41 

調理プレートの挿入位置について . 41 

ベンチヴーモ調理表/1段で焼く場合 （1)(2).42-43 

ベンチヴーモ調理表/2段で焼く場合 . 44 

お菓子/ベーキング調理びラまく焼けないとを . 44 

グラタン/その他のベーキング料理 . 4已 

を凍食品調理表 . 4已 

□-スト調理を行うとき/設定-適した調理容器-□-スト調理表 （1) に）. 46-47 

グ1」ル調理を行ラとを/設定•グ U ル調理表 . 48 

□ティヴーム調理を行ラとを/設定-□ティヴーム調理表 . 49 

解凍/乾燥を行うとき/設定.解凍調理表.乾燥調理表 . 已 0- 已1 

なを食品をつくるとを/設定.調理の手順.調理表 . 已2 

電モレンジ調理を行ラとを/加熱調理前の準備とま意•肉-魚の解凍他-- 已3 

電モレンジに適した調理器具/電子レンジ調理のヒント . 已4 

電モレンジ調理表/解凍表/解凍/をかす/温め用/加熱調理 . 已己-己7 

コンビ調理について/コンビ調理表 （1)(2). 已8-已9 

電モレンジ調理で困ったな？と思ったら . 已〇 

EC 日070已に基づいた試験調理について . 日1 

才ートプログラム調理について/調理表 （1) に)/レシピ . 日2-已4 

点検とお手入れ/オーブンが側/庫内/付属品/サイドレール .65-66 

才ーブン庫内巧の交換 . 己7 

故障かな？と思ったら . 己8 

仕様/ア フターヴー ビス . 日9 

修理を依頼されるとをは/お問い合わせ先 . 70 

無料修理規定 . 71 

製品保証書について/製品保証書 . 72 
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ま全上のごミ主意 

ま全にお使いいただくために 

-ご使用の前に、必ずこの r ま全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

-ここに示したま意事項は、製品をま全に正しくお使い頂を、あなたや他の人々への 
ち害や損害を未然に防止するためのちのです。またま意事項は、危害や損害の大を 
さと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをすると生じることび想定される 
内容を r 励ま」「警告」「ま意」の3つに区分しています。いずれも安全に関する重要 
な内容ですので、必ずお守り < ださい。 


1^、 ち巧人び死 t または重傷を負5危険び切迫して生じることび想定される場合。 
心、 警告 人び死 t または重傷を負う可能性び想定される内容。 

於 、を意 人び障害を負5危険び想定されたり物的損害のみの発生び想定される場合。 


■ (絵表示の例) 


A A 記号は、を険-警告' ま意を促す内容びあることを告げるものです。 
図の中に具体的なミ主意内容び描かれています。 



0記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中に具体的なま意内容び巧かれています。 

(左図の場合は分解禁止）び巧かれています。 


^参記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 
^ 図の中に具体的なま意内容び巧かれています。 

(左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）び巧かれ 
ています。 


•お読みになった樹ま、お使いになるちびし〇でも見日れる場所に必、ずな管してくださし、。 
• 本製品を他人に譲ミ度されるとさは、この取扱説明書を必ず添付してください。 
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么警告 


本製品はビルトイン専用機種で 
iXj す。キッチンへの据え付けや結線 
一 は専門技術者し U 外は絶対に行わ 
ないで < ださい。火災や感電•ケ 
ガの恐れびあります。 

電源コードを傷つけたり、破損し 
vX ; たり、加工したり、無理に曲げた 
り、引っ張ったり、ねじったり、 
束ねたりしないでください。 

単巧 200 V で定格 20 A しツ上の 
mW ]ンセントにつなざ、雜ブレ- 
力-を! gs して使用してくださ 
し、。火が-感電-故障の原因にな 
ります。 

本製品に重いちのを載せたり、巧み 
v \ J 込んだり、加工したりすると、電源 
ー コードび破損し、火災•感電の原因 
になります。 

アース （ D 種接地）を確実に行っ 
P , てください。故障が願のときに 
感電する恐れがあります。アース 
工事については、販売店にご相談 
<ださい。 

本製品のそばに別に電気器具びあ 
mm る場合、その電源〕-ドを才-ブン 
麵に齡させたり鼠こはさんだ 
りしないでください。感電' 火災の 
原因とな0まず。 

設置に関してはおず設置 マニ ユア 
iXj ルの設置基準に従ってください。 
义災の原因となります。 

油を加熱しないでください。発乂ず 
る恐れびありまず。 

お手入れの際は必ず電源プラグ 
をコンセントから抜いてくださ 
し、感電の原因となります。 

前面の排気部に軸れたり顔などを 
近づけないでください。ヤケドの 
原因となることびありまず。 

改造はしないでください。また、 
vX / 修理技術者し U 外の人は、分解した 
一 り修理しないでください。乂巧- 
感電-ケガの原因となります。修 
理はお買い上げの販売店または 
当社サービスセンターにご相談 
<ださい。 

本体や換気□の付近に可燃性の物 
vX ； を置かないでください。また換気 □ 
をふさびないでください。火災の恐 
れびあ0ます。 

/^\水につけたり、水をかけたりしな 
vOT いでください。シヨ-卜' 感電' 
サビ発生などの恐れびあります。 

テ供だけで使わせたり、幼おの手 
v \ j の届くところでは使用しないで 
一 ください。ヤケド•感電'ケガの 
恐れびあります。 


己 















A ミち意 


オーブンは、調理(がの目的に使 
IxJ 用しないでください。暖房や乾燥 
用に使用しないでください。 

水のかかるところや、火気の近く 
IX /では使用しないでください。感電 
や漏電の原因になります。 

使用中は換気をしてください。 

オーブンドアに物をはさんで使用 
IxJ しないでください。 

使用中や使用直後は、金属部に触 
れないで < ださい。中ケドをする 
一 ことびあります。 

使用中は本体から離れないでくだ 
C V さい。調理物び発义ずることびあ0 
ます。 

食品を必要！;!上に加熱しないでく 
ださい。加熱により発义ずること 
びあります。 

/^\ プレートを急;令しないでください。 
急激な温度変化によって、そりか 
えったり、変おしたりします。 

本製品を使用中にドアを開ける 
時は、近くにテ供びいないことを 
確認してく ださい。 高 S の空気び 
排出し、ヤケドをすることびあり 
ます。 

高温のオーブン庫内か日容器やプ 
mm レ-卜娜り出す時は、鍋つかみ用 
のグ□-フ等の十分磯性びある 
ちのを使用してください。 

宙詰やびん詰め等を直接加熱し 
IxJ ないでください。破裂した D 容器 
の加熱によってヤケドやケガを 
する恐れびあります。 

壁や家具の近くに設置しないでく 
IX ；ださい。蒸気または熱で壁や家具び 
傷み、変色-変巧の原因となること 
び友 D まず。 

オーブン庫内は高温になります 
mm ので、あず耐熱 g 器をご使用くだ 
、一さい。 

(プラスチック製耐熱容器-ラッ 
プは不可） 

不ま定な場所や熱に弱い敷物の上 
では使用しないでください。火災の 
原因となりまず。 


/ CN 本製品の上部や下部に燃えやす 
い物を置かないで < ださい。火が 
の原因となることびあります。 
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么ミち意 


使用後は必ずお手入れをしてく 
mm ださい。謂のくずが脱び残っ 
たまま醒すると、離'発火の 
恐れびあります。 

長時間ご使用にならないとさは 
必ずフレーカーを落としてくだ 
さい。編劣化による感電や漏電 
乂巧の原因にな0ます。 

電源プラグは確実にお元まで差 
mm し込んでください。感電.シヨ- 
卜発火の願となります。 

めれた手で電源プラグを巧さ差し 
しないでください。感電の原因とな 
ります。 

電源プラグを巧くときは、電源 
コードを持たずに必ず先端の電 
— 源プラグを持コて引き抜いてく 
ださい。感電やシヨートして発火 
することびあ D ます。 

電源プラグの電極、および電極の取 
り付け励こホ]1」び付着している 
場合は、よく拭き取ってか日使用し 
て<ださい。火災の原因にな D ま 
ず。 

地震び発生したらあわてずにス 
mm イッチをが〕てください。揺れの 
大きい時はまず身のを全を確な 
してから揺れのおさまるのを待 
ち、スイッチを切って < ださい。 
火災やケガの原因となります。 

調理物び発煙' 発火した場合は、 
VV すぐに電源を切ってから電源プ 
ー ラグを抜いてください。また、炎 
び消文るまでドアは開けないで 
<ださい。空気び入 D 炎び大を< 
なって乂巧の原因とな D ます。本 
製品に水をかけないで<ださい。 
ドアガラスび割れる原因とな0 
ます。 
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么警告（電子レンジのみ) 


レンジで力臟ずるときは、必ず耐熱容 
器をご使用ください。 

飲料やスープを加熱する場合は、蒸気 
mm や気;自を逃びすため、できるだけ広 □ 
の容器を使用してください。 

専用のガラスプレートを使用して< 
ださい。ガラスプレートなしで使用し 
ないでください。庫内を空のまま作動 
させないでください。これ5は、故障 
の原因にな D まず。 

加熱後の食品は、食べる前にかを混ぜ 
mm で帛齡確認してください。高温®た 
めヤケドをすることびあります。特に 
お子様や高齢者の方に対しては十分 
気をつけてください。 

/ TN をえたガラスプレートに高温食品を 
のせたり、逆に、高温のガラスプレー 
^卜に;令えた食品をのせないでくださ 
し、ガラスプレートの破損の原因とな 

D ます。 

飲料やスープを加熱する時は、事前に 
mm か部ボてください。急激な;弗臆び 
あったときはしばらく庫内に顧し、 
沸騰び納まるまで待ってください。 

ガラスプレートは、;令えてから水巧い 
してください。急激な温度変化は破損 
の原因となりまず。 

飲料やスープを加熱する場合、加熱中 
1 に突然;'弗臆する恐れびあります。取り 

扱い口ま十分を意してくださし、。 

密閉した容器で液体や食品を絶巧に 
加熱しないでください。爆発ずる恐れ 
びあります。必ずふたをがしてか5加 
熱して < ださい。 

容器やレンジ用クッキングバックを 
mm 開けるときは、顔や手から離して開封 
してください。蒸気でヤケドする恐れ 
びあります。 

素焼さの食器や IH 対応の容器を使用 
mm ずる場合は、耐執性賴などに那て 
から調理してください。高温でガラス 
プレートや周辺び破損ずる恐れびあ 

D ます。 

卵は殻のまま調理しないで < ださい。 
CX / また、ゆで卵や生卵を加熱する場合は 
一 巧を開けたり薄切りにしてか5調理し 
てください。爆発する恐れびあります。 

/ r \ 使い捨てのフラスチック、紙、その他 
可燃性の容器を使用する時はレンジ 
のそばを離れないで< ださい。発义の 
恐れびあります。 

詰め物入りのを品ををべるとをは、中 
からの蒸気で中ケドをしないよ5に 
ま意してください。 

容器の温度と食品の温度に極端な違 
SP LW あると、容器の船胃などびおこる 
ことびありまず。加熱前に食品の温度 
を確認してください。 

ポップコーンを作るとさは専用の容 
器をご側ください。 

ペース一力一を使用しているちは、 
mm 医師またはぺ-ス力-製造元に 
必ずご欄の上、ホ製品を使用してく 
ださい。 

使用後は導波管のカバー、庫内、ガラ 
mm スプレ-卜、プレ-卜嫌部のお手 
人れをわてください。食品くずや 
油分び残ったまま調理すると、発煙- 
発义の恐れびあります。 
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製品の廃棄処分をずるとを 

徊包材の処分 

ffl 包巧に使用されているすべての材料は1」サイクルでを、再使用可能です。プラス 
チックにはなのよラな記号び付けられています。 

• > PE < WU エチレン；カバーや内部の袋など 

• >P E < 発砲 スチロール； 詰め物部分など（基本的にフ□ン無使用） 

古くなった製品の処分 

国および都道府県-市区町村などの規制に従い廃棄処分して<ださい。 

A 警告：使用済みの製品を処分するときは、しツ下のよラに使用不能の状態にして 
■ ください。 

コンセントを巧さ、コードは切断し、場合によってはスプ U ングロック等の開閉装置 
を取りがすか使用不能にしてください。それによって子供び誤って中に閉じ込められ 
ることでおこる窒息事故や、生命びを険な状態になるよラな事故を防止することびで 
をます。 

処分方法についてのま意 

• 製品は家庭の一般ゴ5として処分することはでをません。 

参収集日または収集場所については、さ巿町村の清掃局または担当窓□にお問い合 
わせ < ださい。 


白 




電子レンジ使用上のを 意 

•電源を入れるときは、庫内に食品び入っていることを確認してください。庫内び空の 
場合、加重電量び生じるを険びあります。 

-電子レンジ調理に適した調理器具を使用してください。 （P 已4電子レンジに適した 
調理器具をご参照 < ださい)。 

-オーブン庫内やドアび蒸気により腐食するのを避けるために、調理のあとは必ず乾 
いた巧で水分を拭を取ってください。 

•プラスチックや紙製などの可燃性の高い材質で出来た使い捨て容器に入った食品を 
加熱調理しているときは、食品から目を離さないようにしてください。 

•発煙した場合は、ドアを閉めたまま機械のス 
イッチを切り、電源プラグを巧いてください。 

•機械に異常び生じたときは、電子レンジは 
絶対に使用しないでください。 

-液体を加熱する際、早<;'弗腾点に達するた 
めに、テイースプーンまたは、耐熱ガラス製 
のかをまだ棒を入れて加熱してください。 

沸騰び遅れると、通常の蒸気泡び上びらな 
いまま沸騰点温度に達してしまいます。 

-沸騰した液体び入った容器を少しでち揺ら 
すと、急に吹をこぼれたり、激しく飛び出 
したりしてやけどする場合びあります。大 
変を険ですので、十分ご注意< ださい。 

-じやびいち、トマト、ウイン ナーソーセージ 
などの皮付きの食品を電子レンジで加熱調 
理するときは、破裂しないように、加熱前に 
フオークで皮に巧を数箇所開けてください。 

-食品の加熱調理の際は、最低温度び70で 
に達していることび必要です。具体的な調 
理内容は、 P 已已-已7電子レンジ調理表をご 
参照 < ださい。温度を確認する場合、水銀 
または液体温度計を使って食品の温度を測 
ることは、絶対に避けてください。 

-電モレンジで食品を加熱すると、容器も熱 
くなります。取り出すときは、オーブン用 
グローブ など使ってください。 

-加熱温度び高すざると、食品びパヴパヴに 
仕上びったり、焦げすざたり、燃え上びる 
原因になるので、ごま意ください。 


70。 . 



- 


min 70° C 

0° 

— 
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-レンジ作動中は庫内、およびグ1」ルヒーター、付属品び熱くなっており、やけどのを 
険びあります。取り扱いの際は、オーブン用グ□ーブ等をご使用ください。 

•金属製のクックウェアーは庫内の監およびドアの内側面から、最低 2 cm 離して入 
れてください。壁に近ずざると、义巧び生じる原因となり製品破損につなびりまず。 

•特別な指示びない限り、アルミニウムホイルの使用は避けてください。 

-オーブンドアとドア砕の間には、ものび挟まらないようにごま意ください。 

-ドアシール（密閉部分）の表面および庫内は常に清潔になってください。巧れび付 
着した状態にしておくことは、事故の原因につなびります。 

•発火性のある物体を、庫内に入れておくことは避けてください。電源を入れたとをに 
発火する恐れびあります。 

エナメルコーテイングについて 

エナメルコーティング部分の変色び、オーブンの機能低下などの影響を及ぼすことは 
ありません。従って、な障対象となる欠胞にはなりません。 


電子レンジ調理 • 加熱びできないをの 

•殻のついたままの卵や、食用カタツムリは破 
裂しまず。（目玉焼さは、黄身の部分をフォー 
クで巧を開けてから調理してください。） 

•多量の油（フォンデューやてんぷら用）、ミ酉 
類の加熱は、自然発火や爆発の恐れびあり 
ますので使用の際はごま意ください。 

-ブ U キ宙、瓶、蓋つをジャーなどの、蓋び固 
く閉まった容器に入った食品。 

•ペット、繊維製品、種子の乾燥、ジェ U —状 
内容物入り枕など、発火性のあるものは、 
火事の原因となり大変を険です。 

-取手や、素焼をの陶器の底部分などに沢山 
のルさな巧の開いた磁器、陶器、および± 
器などのクックウてアーの加熱は、蒸気び 
巧から浸透して容器の破損につなびる恐れ 
びあ0ます。 




























各部の名称 


前面部 



コント□ールパネル 


ディスプレイ 
(機能表示） 



操作キー 
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ディスプレイの表示 


ディスプレイには、 U (下の機能が表示されます。 


オートプ□グラム調理番号-! 

電子レンジ表示-! 
オーブン機能表示 
メモ U —機能 ： P 
テストモード ： d 


P 温度/時刻/電子レンジ表示 
P 温度計 マーク 

重量表示 

加熱時間/時刻表示 



スタートキー 
オーブン機能選択キー- 


電子レンジキー 


プ□グラム キー ー I 


~~^~~I ストップ/ I 」わッ 

時計キー 

L プラス/マイナスキー 
-スピード余熱キー 


操作キーの操作について 


•選択した機能は、かならずスタートキー因を押して作動させてくださしん30砂 
し i (内に選択した機能び作動しなし'!場合は、電源は自動的に切れます。 

• 選択された機能の作動び開始すると、オーブンは加熱をはじめるか、設定した開始時 
間へのカウントダウンを開始します。 


-作動中にオーブンドアび開いた場合、選択したオーブン機能は停止します。その場合 
はドアを閉めた後、スタートキー因を押して機能を再開させてください。30秒しツ 
内にスタートキー区]び押されない場合は、電源は自動的に切れます。 

•庫内巧は才ーブン機能の作動中、もしくは才ーブンドアび開けられたときに点灯し 
ます。ドアび開いてから10分後に灯び消え、電源ち自動的に切れます。 

•選択した機能の運転を停止するには、ストップキー国]を押し、継続させるには、 
スタートキー团を押します。電源を切るとをは、ストップキー@を繰り返し押 
して電源を切って<ださい。 
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グリル ヒーター 


康內 


プレート挿入位置 



^7イクり化-ブ発生部 
:^川 銷口 


-ガラス製プレー I 
(取 D 外し可能） 


プレートラック(取 D 外し巧能） 


付属品 


グリルプレート 

-オーブン用耐熱を器-ケーキ型などをのせて 
□ースト調理やグリル調理を斤うとさに使用。 
-トーストや、魚の切身など、身の薄い食品を 
焼くとさに使用。 

※グ U ルプレートは、電子レンジ調理に使用 
することびでをます。 



グラスプレート（電子レンジ用） 

電子レンジ調理や電子レンジとオーブン調理 
を併用する場合に使用。 



調理プレート（天板） 

パン、ケーキ、クッキーなどのお菓子を作る 
とさに使用。 

A 注意 

調理プレートは、電子レンジ調理に使用でを 
ません。電子レンジ調理や電子レンジとオー 
ブン調理を併用するときは、必ず取り外して 
ください。 
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調埋 プレー トとグリル プレー ト①入れ方 

ストッパーについて 

プレートび滑り落ちないよラに、各挿入プレートの左ちのへりと底面に < ぼみびつい 
ています。ラックに差し込むときは、このくぼみび必ず庫内奥に収まるように入れて 
ください。この < ぼみは、手前への転倒を防止する役目ち果たします。 


調理プレートの挿入 

調理に適したプレート位置のガイドバーの間 
に調理プレートを挿入します。 



グリルプレートの挿入 

調理に適したプレート位置のガイドバーの間 
に、グ1」ルプレートの底面び下になるよラに 
巧乂します。 


POINT 

プレートは、滑り落ちることを防ぐために、 
周りの砕び飛び出た構造になっています。 



1 已 
































調理温度-機能一覧表 


なの表は、調理機能と加熱温度を設定するとをに便利な一覧表です。 

•本機は、オーブン調理-電子レンジ調理およびオーブンと電子レンジの併用調理を 
行ラことびでをます。 

-希望の r 調理機能」を選ぶと、おすすめの r 最適温度」び表示されますび、変えたい 
場合は r 設定可能温度」の範囲で加熱温度を変えることびでをます。 

•電子レンジ調理とコンビ調理に関しては 、 P 21も合わせてご参照ください。 


調理機能 

設定可能温度 / W 数 
(最適温度） 

加熱ち式 

主な用途 

國 

ベンチヴーモ調理 

30〜2已〇で 
(1 已ぴ C ) 

ベンチヴーモ調理 
(後部ヒーター&フアン） 

•パン-菓子や □- 
スト調理を2段で 
同時に行ラ場合 

¥ 

□ティ 

'サーム調理 

30〜2已〇で 
(180で） 

□ティサーム調理 
(グリルヒーター&フアン） 

-大をな固まりの肉 
を1段で調理 
-グラタンや表面に 
焼さ色をつける場 

グリ J 

ノ調理 

30〜2已〇で 
に3ぴ C ) 

グ U ル調理 

(上部グ U ルヒーター） 

-焼き魚•薄切り肉 
などのグリル調理 
-トースト-ピザ 

X 

解凍/ 

/乾燥 

30〜1日〇で 
(3 crc ) 

解凍/乾燥 

(後部ヒーター&フアン） 

-冷凍食材の解凍 
-イ呆存食品巧の乾燥 
調理 

電子レンジ調理 

1000〜100 W 
の1日段階 

マイク□波により食品内 
部か5加熱させる 

-冷凍食品の解凍 
-食品の加熱•調理 

幽 + 因 
图 + 因 

コンビ調理 

30〜2已〇た 

100〜60 0 W 

ベンチヴーモ調理または、 
□ティヴーム調理と電子 
レンジ調理の組み合わせ 

-ベーキング調理 
-□ースト調理 
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はじめてご使用になる前に （1) 


時刻の設定と変更 

呵^本機は、電源プラグを接続しただけでは作動しません。最初に必ず時刻の設定 
をして<ださい。停電した場合や電源プラグを抜いた場合にち再度時刻の設定 
び必要となります。 


1 . はじめてコンセントを接続したとを、表示 
部に’’12.00"び表示され、時計マーク应 J 
び点滅します。（停電等で電源び切断した 
場合ち同様です。） 

叫つすでに設定されている時刻を変更する 
とさは、時計キー回を2回押して時 
計マーク应]を点滅させ、[互または El 
キーを押して変更してください。 



2. なに、山または。キーを押して現在の時 
刻を設定します。田/日キーを軽く押し 
続けるだけで、表示びすばや<動を、設定 
することびでをます。 


3. およそ已秒後に、設定時刻び点滅から点 
巧に変わり、時計マークち消えます。これ 
し U 降、本機び使用でさるが態になります。 
(ち図の例：時刻を12時〇已分に設定） 

-なの設定をするまで、表示部には現在時刻 
び表示されます。 

-調理終了後は必ずち図のよラな現在時刻 
表示に戻ります。（ま熱びある場合はホ熱 
温度と現在時刻の表示にな0ます。） 



^調理中や、調理終了後にま熱び表示されているとさは時刻の変更はでをませ 
ん。ま熱び40でし i (下になり現在時刻の表示に切り替わるまでお待ちくださ 
し、。また、し U 下の機能び設定されているとさち時刻の変更びでをません。 

. タイマー調理/チャイルドロック/カウントダウン機能/加熱時間表示/終 
了時刻表示 

※いずれち、設定を解除してから操作を行って<ださい。 
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はじめてご使用になる前に （2) 

使用前の掃除 

才ーブンをはじめて使用する前に、下の要領でなを掃除を行ってください。 


A ま意 

Q 酸性-アルカ U 性洗剤や、研磨剤入りクレンヴーは使用しないでください。 
オーブン表面の変質-キズ-変色の原因になる恐れびあります。 

1 . オーブンドアを開けます。庫内なが点灯します。 

2. 中の付属品をすべて取り出します。前面や庫内を、台所用中性洗剤入りのめるま湯 
を含ませた柔らかい巧やスポンジで拭をます。 

3. 庫内を固 < 絞った巧でちラー度拭いたあと、乾いた巧などで水分をよ < ふさ取り 
ます。 


4. オーブン前面ち同様に拭いてください。 


テストモードで動作確認を行ラ 


テストモードで動作を確認ずることびでさまず。 
(ヒーターは加熱されません） 

テストモードの 開始 

1.ストップキー回を巧し、スイッチを切り 
ます。 


2.プ□グラムキーと」と W を同時に巧す 
と、信号音が鳴り、表示部に"がが点灯し 
てテストモードの状態になります。 



テストモードの終了 

1.ストップキー@を巧し、スイッチを切り 
ます。 


2.プ□グラムキーと」と W を同時に巧す 
と、信号音が鳴り、表示部の"がが消灯し 
てテストモードが終わります。 
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オーブンの使い方（基本操作) 


オーブン調理 


1. [3キー、または囚キーを繰り返し巧し 
て、帝望のオーブン機能を選択します。 

•調理に適した温度び、自動的に表示ディス 
プレイに現れます。 

2. スタートキー回を巧すと、選択した機能 
が開始します。 



加熱温度の変更 

加熱温度を変更したいときは、田/曰キー 
を巧して、温度の上げ下げを行います。 

•調理温度は、已で単位で変えることび出来 
ます。 



温度計 マーク 


• 調理中に、温度計マーク恩によって、庫内の 
温度びどの位上昇したかび分かります。 

• 温度計マーク恩に付いている兰段階の区分 
び急速加熱機能の作動状況を表示します。 


オーブンの電源を切るには 

オーブンの電源を切るとさは、ストップキー 
应]を巧します。ディスプレイに現在時刻だ 
けがまおされるか、または、を熱温度が表示 
されるまで、繰り返し巧し続けてください。 



田を却フアン 

冷却フアンは、作動中にオーブンのが側前面の温度を下げるために、自動的に作動 
します。オーブンの電源び切れたあとちフアンは庫内を;令却するために作動し続 
け、その後自動的に止まります。 
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スピード調理機能について 

オーブン機能を選択したあとで、追加機能のスピード予熱キー区^を押すことで、準 
備段階の予熱時間を短縮することびでをます。 

A ま意 

スピード予熱び終了し、希望するオーブン温度び設定されるまで食品を庫内に入れ 
ないでください。 


スピード調理の設定 

1. 希望するオーブン機能を選択して（ベンチサーモ-フアンクッキング^など）、 
運転を開始します。必要に応じて、調理温度を調節してください。 

2. スピード予熱キー臣^を巧します。温度計マーク恩が表示され、パーが次々に点 
滅してスピード予熱が作動していることを知6せます。 

3. 設定温度に達すると、温度表示バーが点灯し、信号音が鳴り、温度計マーク^が消 
えます。この段階で、調理する食材をオーブンに入れます。 

4. オーブンは、さ5に設定されたオーブン機能の温度に達するまで加熱を続けます。 
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オーブン調理と電子レンジ調理の機能 


本機には、下表にある4種類のオーブン機自も電子レンジ機能、オーブンと電テレン 
ジ調理の併用機能（コンビ調理）びついています。 


オーブン調理機能 

用途 

加熱方式 

幽 

ベンチ ヴーモ 調理 

□- ストとべーキング用。 

2段同時に調理でをます。 

後部ヒーター 
&フアン 

图 

□テイサーム 調理 

大さな肉のかたまりの□ース 
卜用。グラタン料理や食品表面 
の焦げ目をつけるのにち適し 
ています。1枚で使用。 

グリルヒーター 
&フアン 

ご 

グ IJ ル調理 

平らな食材のグ U ルや、トース 
卜用 

上部グ U ル 
ヒータ— 

X 

解凍/乾燥 

A— ブ、フルーツ、野菜の解凍、 
乾燥用 

後部ヒーター 
&フアン 


電子レンジ調理機能图 

電子レンジモードでは、食品内部に熱び直接行をわたります。調理済みの肉類、飲料 
の温め、肉類、フルーツの解凍、野菜や魚の調理に適しています。 

電子レンジ因のクイックスタート調理機能 

•電源び切れた状態のとをでち、スタートキー因を押すことにより、最大パワーレ 
ベルでクイック調理び開始されます。 

- 30砂から最長約7分までの調理を行5ことびでをます。一度押すごとに30秒ずつ 
調理時間び延長されていをます。 

コンビ調理機能 

電モレンジ機能医）とオーブン機能を同時に使って調理することびでをます。この 
機能によって食品び最短時間で調理され、同時に焦げ目をつけることびできます。 
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電子レンジの使い方（基本操作) 


1 . オープン機能が作動中の場合は、ストップ 
キ ー® を巧して、電源を切ってください。 

2. 電子レンジキー巨]を繰り返し巧し、希望 
するパワーレベルに設定してください。 

-100 W をざみで、1000 W 〜100 W の範 
囲で選択することび出来ます。 

-電子レンジキー因を巧し続けることで、再 
び] 000 W の表示に戻すことびでをます。 



3.因/曰キーを巧して、帝望する調理時間 
を設定してください。加熱時間マーク回 
が点滅します。 


• 加熱時間は、 m 下の単位で設定がでをまず。 


一0分〜2分 
一2分〜已分 
一已分〜10分 
— 10分〜20分 
一20分し U 上 


(已砂単位で設定） 

( 10砂単位で設定) 
(20 砂単位で設定) 
(30 砂単位で設定) 
( 1分単位で設定） 



-最長加熱時間は、出カレベルにより違いまず。 

一100 W 〜己00 W の場合づ〇分〜59分 
一700 W 〜1000 W の場合づ〇分〜7分40秒 









4. スタートキー应]を巧すと、設定した加 
熱時間のカウントダウンが始まり、加熱時 
間マーク回が点なします。 

-加熱時間びカウントダウンされているとを 
にパワーレベルををえたいとをは、電子レ 
ンジキー0を押すと変更でをます。 



• カウントダウンの最中に、時計キー®と 
已3または、日キーを押すことで、調理時 
間を長くしたり、短くすることびでをます。 

• 調理び終了すると、信号音び2分間流れ、 
電源び自動的に切れます。加熱時間マーク 
阿び点滅し、ディスプレイは時刻表示に 
戻ります。 


•信号音を消すには、いずれかのキーを押し 
て < ださい。 
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コンビ機能の使い方（基本操作) 


•オーブン機能と電子レンジ機能を同時に使用することびでをます。 

組み合わせ可能なプ□グラム：ベンチヴーモ調理[^ +電子レンジ調理巨] 

:□テイヴーム調理^ +電子レンジ調理 H 

- P 已8-已日コンビ機能について/調理表 （1)(2) を合わせてご参照ください。 


1 . 機械が作動中の場合は、ストップキー^ 
を巧して、電源を切ってください。 

2. 選択キー0/0を繰り返し巧して、ベ 
ン チサー モまたは □テイサーム 調理を選 
択します。 


3. 調理温度を変更したいときは、 [iJ/E] 
キーを巧して、温度の上げ下げを行し巧ず。 

4. 電子レンジキー因を繰り返し巧して、お 
要なパワーレベル （100W 〜日〇 0W) に 
設定します。 

已.調理時間は、因/日キーを巧して設定し 
ます。そのとを加熱時間マーク回が点滅 
します。 




加熱時間は、1•ソ下の単位で設定びできまず。 


一0分〜2分 
一2分〜已分 
一已分〜10分 
— 10分〜20分 
一20分しツ上 


(已秒単位で設定） 
(10 秒単位で設定） 
(20 砂単位で設定） 
(30 砂単位で設定） 
(1 分単位で設定） 


※最長加熱時間は、已日分となります。 
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日.スタートキー因が巧されると、設定した 
調理時間のカウントダウンが始まります。 
オープンと電子レンジが作動します。加熱 
時間マーク医〇が点なします。 

•調理時間びカウントダウンされていると 
を、電モレンジキー H を押すことで、バ 
ワーレべルを変更でをます。 

•カウントダウンの最中に、時計キー应]と 
E または、日キーを押すことで、調理時 
間を長くしたり、短くすることびでをます。 



-調理び終了すると、信号音び2分間流れ、電 
源び自動的に切れます。加熱時間マーク 
[^1 び点滅し、ディスプレイは時刻表示に 
戻0ます。 


•信号音を消すには、いずれかのキーを押し 
て < ださい。 



2 已 










電子レンジークイックスタート機能の使い方（基本操作) 


1 . オープン機能が作動中の場合は、ストップ 
キ ー® を巧して、電源を切ってください。 

2. スタートキー回を1回巧すごとに、30 
砂単位で加熱時間が増えていをます。希 
望の加熱時間になるまで、繰り返し巧し 
て < ださい。手を離すと最大パワーレべ 
ル (1000 W ) の加熱調理が、自動的にス 
夕ートします。 



-ストップキー回を1度押すと、加熱調理 
び中断します。離続したいときは、スター 
トキー因を押して運転を再開させてく 
ださい。 

•加熱び終了し電源を切るときは、ストップ 
キー区]を2度押してください。 

-調理時間ををえたいときは、カウントダウ 
ンの最中に、時計キー应]を押し、続けて 
H または、日キーを押すことで、調理時 
間を長くしたり、短くすることびでをます。 

•加熱時間の設定は、30秒単位で行えます。 
電モレンジキー因を繰り返し押し、希望 
するパワーレベルを設定してください。 

-最大パワーレベル （1 000 W ) での加熱時間 
は、最大約7分間です。 

3. 加熱が終了すると、発信音が2分間流れ、 
スイッチが自動的に切れます。加熱時間 
マーク0が点滅し、時刻表おに戻ります。 

-発信音をすぐ消す場合は、いずれかのキー 
を押して < ださい。 









電子レンジ-パワーレベル表 

バワーレべルを設定されるとを、目まとしてお使ください。 


パワーレベル （W) 

適した調理方法 

1000 W 

900 W 

800 W 

700 W 

-スープ、飲み物などの加熱 
-調理初期段階に表面を焦がす 
-野菜の調理 

-スタフイング(詰め物）の調理 
-ゼラチン、バターを溶かす 

600 W 

已日日 W 

-冷凍食品の解凍 
-一皿盛りの食品の加熱 
-シチューなどの調理 
-卵料理の調理 

400 W 

300 W 

200 W 

-調理の延長 

-崩れやすいスタフイングの調理 
-ベビーフードの加熱 
-米を巧く 

-崩れやすい食品の温め 
-チーズを溶かす 

100 W 

-まった肉、魚、パンのおま 
-チーズ、ク IJ- ム、バターの解ま 
-フルーツ、ケーキのおま 
-パン生地を発酵させる 
-冷めた食品、飲み物の溫め 
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電子レンジ-プ□グラム調理の設定 

Tj お使いになる前に、 「 p 62- p 日4才ートプ□グラム調理について/調理ま 
(1)(2)/ レシピ」を合わせてご参照ください。 

食品の重さに比例して加熱時間び自動的に設定されるプ□グラムです。食材を入れた 
後、なの手順で設定して<ださい。 

1 . 才ープン機能が作動中の場合は、ストップ r 
キー医]を巧して、電源を切ってください。 

2. プ□グラムキー丘]を巧し、次に希望す 
るプ□グラム （ P 1- P 12) がまおされる 

まで、機能選択キー回/囚を繰り返し 
巧して < ださい。 

-表示部に食品の重さを設定するための’’吕「’’ 

マークび 現れ、加熱時間 マーク 回び点滅 
します。食品の重さに比例した加熱時間び 
表示されます。 

ス田/日キーを巧して、食品の重さを設定します。最低100呂か5最高1，已00巨 
までの設定が行えます。 （ P 已 一 P 12 は、 

最高1000呂まで可能） 

-食品の重さを設定することにより、電子レ 
ンジの加熱時間は自動的に設定されます。 

-食品の重さは、必ず実際の重さより少なめ 
に設定します。 

(例： 4日0目のパンは、400巨に設定する） 
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4. スタートキー因を巧すと、設定した調理 
時間のカウントダウンが始まります。加熱 
時間 マー ク回と " min" マー クが点口し 
ます。 


-調理時間び終了ずると、信号音び2分間流 
れ、電子レンジの電源は自動的に切れます。 
加熱時間マーク0び点滅しまず。 



-プ□グラムによっては、調理時間び終了す 
ると保温機能び作動します。信号音び流れ、 
保温マーク’ ’H H’’ び点なします。 

-保温機能び終了すると、信号音び2分間流 
れ、電モレンジの電源び自動的に切れます。 
加熱時間マーク®び点滅し、時刻表示に 
民ります。 

-信号音をすぐに消すには、いずれかのキー 
を押して < ださい。 
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オーブン調理-メモリー機能 

よく使5調理の設定（プログラム）を1つだけ記憶させ、呼び出して使用することび 

でをます。 

プ□グラムをメモリーずる 

1 . オーブン調理機能-温度-加熱時間0 
および、必要に応じて、調理終了時刻 
を設定します。または、電子レンジのパ 
ワーレベル-加熱時間回を設定します。 

2. プ□グラムキー田]を、約2砂間巧しま 
す。信号音が鳴り、設定した内容が保をさ 
れます。 

3. 調理を開始するとさは、スタートキー回 
を巧します。終了するとをは、ストップ 
キー医]を巧します。 


別のプ□グラムを記憶させたいときは、を 
ラー度上記にそって、設定を行います。プ 
□グラムキー己]を、約2秒間押すと、前 
に記憶させたプ□グラムに代わって、新し 
いプログラムび記憶されます。 

メモリー機能を使っての調理 

1 . オーブンが作動中の場合は、ストップキー 
® を巧して電源を切ります。 

2. プ□グラムキー区]を巧して、記憶させて 
おいたプ□グラムをまおします。 

3. スタートキー因を巧すと調理が開始し 
ます。 
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さまざまな時計機能と使い方 


時刻表示 


時計機能 I ~ I ~I 

現在時刻加熱時間/終了時刻の表示 



時計キー 

7イナス/プラスキー 


カウントダウン機能臣] 

加熱時間のカウントダウン機能を設定出来ます。設定後、マークび表示されます。 
加熱時間び終了すると、信号音び流れます。 

(この機能び、電モレンジやオーブン調理に影響を及ぼすことはありません。） 

電子レンジの加熱時間表示 回 min 

電モレンジ調理の加熱時間を設定出来ます。設定後、マークび表示されます。 

オーブンの加熱時間表示医0 

オーブン調理の加熱時間を設定出来ます。設定後、マークび表示されます。 

終了時刻表示0 

調理終了時刻を設定出来ます。設定後、マークび表示されます。 

時計キー區] 

現在時刻の設定と変更び行ラことび出来ます。 

(「口17はじめてご使用になる前に」の項をご参照ください。） 



















時計機能一共通の操作方法 


•時計機能を選択すると、時計表示マーク应]び約已砂間点滅します。この間に、 
S/Q キーを押して、加熱時間の設定-変更を行います。 

-加熱時間び設定されると、時計表示マーク国]は、さらに已秒間点滅したのち、点な 
に変わります。表示部に現れたカウントダウン機能区]び作動します。 

•タイマー 調理び設定されると、加熱時間回と終了時刻巨^は、カウントダウンさ 
れていさます。 




カウントダウン機能の設定 

クッキングタイマーとして利用することびでをます。オーブンで調理している間も使 
用でをるため大変便利です。調理にお役立てください。 


1.カウントダウンまお区]が点滅するまで 
時計キー医]を繰り返し巧します。 

-時計キーを1回押すごとに、加熱時間^終 
了時刻^カゥントダゥン^現在時刻の順 
に表示び変わります。 



2. H / IT ] を巧して希望のカウントダ 
ウン時間を設定します。10砂単位で 
最 大99分90秒まで設定できます。 
(ち図の例：已 .00 分に設定） 


3.已秒後、まお部に設定した時間がまおさ 
れ、カウントダウンマーク@が点灯し、 
同時にカウントダウンが始まります。 



4. 設定した時間が経過すると信号音が2分 
間鳴ります。その間、 "0.00" が点口し、力 
ウントダウンマーク回が点滅します。信 
号音が鳴り終わると、表示は自動的に時刻 
表示に戻ります。 

-途中で信号音を止めるにはいずれかの 
キーを押します。キーを押すと時刻表示に 
戻ります。 
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電子レンジー加熱時間の設定 回 min 


1.電モレンジキー巨]を巧し、マークを表示 
させます。電子レンジキー因を繰り返し 
巧して、希望の出カレベルに設定します。 



2. E / Q キーを巧して、希望の加熱時間を 
設定します。加熱時間マーク回が点滅し 
ます。 



3.スタートキー因を巧すと、加熱時間の 
カウントダウンが始まります。加熱時間 
マーク医0が点なします。 

-時計キー回を繰り返し押すことにより、 
現在時刻に戻すことびでをます。 

-カウントダウンされているとを、時計キー 
^と H/0 キーを押して、加熱時間を 
長くしたり、短くすることびでをます。 



4. 設定した加熱時間が終了するとスイッチ 
が切れ、信号音が2分間鳴ります。この間 
"0.00" がまおされ、加熱時間マーク回 
が点滅します。信号音が鳴り終わると、ま 
おは自動的にを熱と時刻表おに戻ります。 



-信号音を途中で止めたいときは、いずれか 
のキーを押します。キーを押すとホ熱と時 
刻表示に戻ります。 
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オーブン調理一調理時間の設定 

調理時間は、加熱時間-終了時刻-タイマー調理の3つのち法で設定することびでき 
ます。 （P 16調理温度•機能一覧表参照） 

① 加熱時間回による設定 

1 . オーブンに食材を入れ、希望する調理機能と加熱温度を設定します。 (p42 -已2参照) 

2. 加熱時間マーク回が点滅するまで、時計 
キー应]を繰り返し巧します。 

^時計キーを1回押すごとに、加熱時間 
-►終了時刻-►カウントダウン-►現在時 
亥 IJ の順に表示わ嚷わります。 


3. 田/已 キーを巧して、希望の調理時間を 
設定します。（最大23時間已日分） 

-加熱時間は1分単位で設定でさます。 

-調理温度 • 機能一覧表化1 6) で設定可能温 
度をご参照ください。 

呵1現在時刻を巧りたいときは、時計キー 
區]を押すと確認でをます。 

4. スタートキー® を巧すと、加熱時間 マー 
ク回が点なし、已秒後に自動的にスイッ 
チが入って加熱が開始します。設定した調 
理時間がカウン ト ダウンされていをます。 


已.設定した加熱時間が終了すると、スイッチ 
が切れ、信号音が2分間鳴ります。この間 
"0.00" が表示され、加熱時間マーク回 
が点滅します。信号音が鳴り終わると、ま 
おは自動的にを熱と時刻表おに戻ります。 

-信号音を途中で止めたいときは、いずれか 
のキーを押します。キーを押すとを熱と時 
刻表示に戻ります。 



3已 















⑨終了時刻回による設定 

加熱び終了する時刻で調理時間の設定を行います。 

1 . 才ーブンに食品を入れ、希望する調理機能と加熱温度を設定します。（口42-已2参照) 


2.時計キー凹を繰り返し巧し、終了時刻 
マーク巨〇を点滅させます。 

-時計キーを]回押すごとに、加熱時間^終 
了時刻^カゥントダウン^現在時刻の順 
に表示び変わります。 


3.因/白キーを巧して希望する終了時刻を 
設定します。（最大23時間已9分） 

-終了時刻は1分単位で設定でをます。 

^現在時刻を巧りたいとさは、時計キー 
^ を押すと確認でをます。 



4.終了時刻マークと加熱時間マーク 
0司が点灯し、自動的にスイッチが入って 
加熱が開始します。設定した終了時刻まで 
の加熱時間がカウントダウンされていさ 
ます。 



已.設定した加熱時間が終了ずるとスイツチが切 
れ、信号音が2分間鳴りまず。この間、"0.□ぴ 
が表示され、加熱時間マーク0および、 
終了時刻マーク0が点滅しまず。信号音が 
鳴0終わると、表示は自動的に余熱と時刻表 
示に戻りまず。 

-信号音を途中で止めたいときは、いずれか 
のキーを押します。キーを押すとま熱と時 
刻表示に戻ります。 
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③加熱時間回と終了時刻回の組み合わせによる設定 

^あらかじめ、出来上びり時刻と加熱時間を組み合わせて設定しておくと、自動 
的に加熱を開始し、設定した調理時間び終了するとスイツチび切れます。（こ 
の機能は事前にオーブンに食品を入れておくので、予熱をあ要とするパンや菓 
モなどの調理には適していません。） 

1 . 才ーブンに食品を入れ、希望する調理機能と加熱温度を設定します。 （p42 -已2参照) 

2. 加熱時間による設定 (p3 已参照）の手順に 
従い加熱時間を設定します。 

(ち図の例：1時間に設定） 


3. 終了時刻による設定 (p3 日参照）の手順に 
従い料理が出来上がる時刻を設定します。 
(も図の例：14時〇已分に設定） 


4. 已秒後に、加熱時間マーク凹と終了時刻 
マーク回が点灯し、設定した調理温度が 
表示されると、タイマー調理の設定が完了 
です。 

-調理開始時間の計算例： 

加熱時間を1時間、出来上びり時間を14 
時〇已分に設定した場合。 

14.0已 一 1 .00 =13時〇已分に調理び開 
おします。 

已.設定した加熱時間が終了するとスイッチが切れ、信号音が2分間鳴ります。この間、 
"0.00" がまおされ、加熱時間マーク回および終了時刻マーク回が点滅します。 
信号音が鳴り終わると、表示は自動的にを熱と時刻表おに戻ります。 

-信号音を途中で止めたいとをはいずれかのキーを押します。キーを押すとま熱と 
時刻表示に戻ります。 
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操作音の ON / OFF の設定 

操作キーを押した時の音（操作音）を鳴らない 
よラに設定することびでをます。 


操作音を消ず (OFF) 


1 . オーブン機能が作動中の場合は、ストップ 
回キーを巧して、電源を切ってください。 

2. 日/田キーを約2砂間、同時に巧し続け 
ます。設定されるとピー音が鳴り、操作音が 
鳴5ない状態の FF) になります。 

操作音を鳴るようにずる （ON)/ 操作音 OFF 
の解除 



1 . オーブン機能が作動中の場合は、ストップ 
キー图を巧して、電源を切ってください。 
対する調理時間は、自動的に制御されます。 


2. 再度、日/田キーを約2秒間、同時に巧 
し続けます。設定時と同じくピー音が鳴り 
操作音が鳴る状態の N) に戻ります。 

叩1•調理中は操作することびでをません。 

• 操作音を OFF にしていてち、調理中の 
お知らせ(調理終了時や設定温度に達 
したとを）や、カウン ト ダウン終了時 
の信号音は鳴ります。 
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チャイルド□ック①設定 

ルさなテ供の誤つた操作による事故やケガを 
防ぐため、本製品にはチャイルドロック機能 
び備えられています。 


□ックをかける 

1 . オーブン機能が作動中の場合は、ストップ 
キー®を巧して、電源を切ってください。 

2. プ□グラムキー[日と日を同時に巧し続 
けます。 


3.表お部に" SAFE " の文字がまおされ、□ッ 
クがかかります。 

□ックを解除ずる 

1 . オーブン機能が作動中の場合は、ストップ 
キー@を巧して、電源を切ってください。 

2. プ□グラムキー[日と □ を同時に巧し続 
けます。 


3. 表お部の" SAFE " の文字が消え、 □ ックが 
解除されます。 


叫"□ックびかかるとスイッチを入れること 
はでをますび、それし i (降、オーブン機能 
を選択することびでをなくなります。 


SAFE 

两问闪问面问口向间同 
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セーフティ機能 

一定の時間び経過してち同じ温度で加熱び続いている場合、安全のために自動的に 
スイッチび切れます。 

-ま全遮断び作動すると、表示部にはそのとをのオーブン庫内温度び点滅し、信号音び 
鳴0ます。 

-ま全遮断び作動した場合は、スイッチを一度完全に切って < ださい。再びスイッチを 
入れると使用でをる状態になります。 

まを遮断が作動ずる場合 

30〜120て； づ 12時間30分後にスイッチオフ 

120〜200でづ 8時間30分後にスイッチオフ 
200〜2已ぴ C づ 已時間30分後にスイッチオフ 
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オーブン調理を行ラとを 

ベンチヴーモ調理を行ラとさ 

才ーブンプ□グラムの設定：ベンチサーモ調理^ 

適した調理用容器：耐熱性オーブン容器-金属製容器 

ベンチサーモ調理は、ヒーターとフアンによる加熱び行われるため、一度に2段使って 
調理することび出来まず。たとえば、クッキー-□ールパン-ケーキなどを一度にたく 
さん焼く場合に適していまず。量び増えても焼き上びりはムラなく出来上びりまず。 


調理プレートの挿入位置について 


例）調理プレート1枚で調理する場合 

•下から2段目のプレートラックに挿入して 
<ださい。 



例）グ U ルプレートの上にケーキ型などを1 
個置 < 場合 

•容器の丈び高い場合には、下から1段目の 
プレートラックに挿入してください。 

か 


纖 


KD 



1/ 





例）調理プレート2枚で調理する場合 

•下から1段目と3段目のプレートラックに 
挿入してください。 



|POINT I 

. ケーキ型を複数置< ことち可能です。ケーキ型び増えてち、焼を時間び大幅に増え 
ることはあ0ません。 


-を凍食品を調理する場合、調理プレートび調理の最中に変おすることびあります。 
これは、オーブン内部の温度と;令凍食品の温度差び大きいために生じるものですび、 
調理プレートの熱び下びると、ゆびみはちとに戻ります。 
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ベンチ ヴーモ 調理表 


下表はベンチヴーモ調理を利用した調理例です。お料理の参考にご活用<ださい。 

-温度や加熱時間は調理する食品の量や個々の大きさ、使用する調理器具によって異 
なります。あくまでも目まとしてご利用くださし、。 

-プレート位置はプレートラックを下から数えた段数です。 

-加熱時間は特に記載びない場合、オーブンび;令えた状態からの時間です。 

-調理時間び長いものは、ま熱を利用して調理することびでをます。約10分前にス 
イッチを切ることで電気の節約びでをます。 

- 2段！;(上で調理をする場合、加熱時間を 10- 1已分延長してください。 

-お客様びお買い上げになった機種は、調理温度、調理時間、ラックの位置など、従来 
の機種の設定とは多少異なっている場合びありますので、調理表を参考にして、お客 
様のお好みの設定に調整してください。 

-調理温度は、最初は下表にあるなめの温度に設定することをお勧めします。あとで強 
い焦げ目び化要な場合や、調理時間を短縮したいとをなど、状況に応じて高めの温度 
に変えてください。 

. 高さの異なるケーキやペスト U —を焼くとを、始めは焼を色にムラびでをてち、時間 
の経過ととちに巧等になりますので、途中で温度設定を変更しないで < ださい。 

-菓子やバンなどの予熱を化要とする調理の場合は、必ず、オーブン庫内を適温にあた 
ためてから食材を入れて < ださい。 

-ピヴ、フルーツフランなどの、しっとりした生地を焼く場合は、1段だけを使って焼 
<ことをお勧めします。 

-希望するレシピの設定び見つからない場合は、最ち近いちのをお選び < ださい。 


お菓子/ベーキング料理を1段で焼<場合 （ 1 ) 


料理名/食品 

溫度(で） 

フ。レ-卜 
位置 

加熱時間 
(分） 

型に入れて焼<場合 

IJ ングケーキ/ブ U オッシュ 

160-170 

1 

己 0-70 

マディラケーキ/フルーツケーキ 

1已日 一 17日 

1 

70-90 

スポンジケーキ 

160-180 

1 

2己一 40 

フラン生地（パイ-タルト） 

170-190 

2 

1日一 2己 

フラン生地（スポンジ） 

1已日 一 17日 

2 

20 -2 已 

アップルパイ 

160-180 


已 0-60 

アップルパイ（直径 20cm 型2つ） 

180-190 

1 

6己一 80 

セイボリーフラン（キッシュ□レーヌなど） 

17日一1日日 

2 

30-70 

チーズケーキ 

160-180 

1 

60-90 


' 記載されている数値はあくまでち目安です ：欠ページに続く- 
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お菓子/ベーキング料理を 1 段で焼 < 場合 （2) 


S 料理名/食品 

ミ届度(で） 

フ。レ-卜 
位置 

加熱時間 
份） 

調理プレートに置いて焼<場合 

編みパン/王還型のパン 

160-180 

1 

30-40 

シュトーレン 

160-180 

1 

40-60 

ライ麦パン 

180-200 

1 

4己一 60 

シュークリーム/エクレア 

170-190 

2 

2己一 40 

スイス□ール 

200 -220* 

2 

8- 1已 

クランプルトッピングケーキ 

160-180 

2 

20-40 

バターアーモンドケーキ/シュガーケーキ 

170- 190* 

2 

1已 一3 日 

フルーツフラン（スポンジ生地/イースト生地） 

160-180 

2 

2已一已0 

フルーツフラン（パイ生地/タルト生地） 

170-190 

2 

40-80 

イーストケーキ（柔かいトッピングのちの） 

1日日一17日 

2 

40-80 

ピザ（具のをい場合） 

190-210" 

2 

20-40 

ピザ（薄皮の場合） 

23日* 

2 

12-20 

瞬なぃ。 

230* 

2 

10-20 

タルト 

190-210 


3已一已0 

ビスケット 


圓 


ペストリー生地のビスケット 

160-1801 


目-2日 ■ 

ウィーン風洞巻き型ビスケット 

180 

2 

10-40 

スポンジ生地のビスケット 

160-180 

2 

1日一 2日 

メレンダのペストリー 

80-100 

2 

120- 
1已〇 

マカ□ン 

100-120 

2 

30-60 

イースト生地のビスケット 

160-180 

2 

20-40 

パフのペストリー 

180-200* 

2 

20-30 

□ールパン 

210-230 

2 

20 -3 已 

S ニケーキ（調理プレート1枚に20個） 

170* 

2 

20-30 


* 予備加熱び必要です。 

-記載されている数値はあくまでを目安でず。 
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お菓子/ベーキング料理を2段で焼 < 場合 


國 繼を/編 ■ 

ミ届度(で） 

7 レ-卜 位置 

加熱時間(分） 

ビスケット 




ペストリー生地のビスケット ^^p50-160 

■1&3画 

■12:-301 

ウィーン風渦巻き型ビスケット 

140 

1 Sl 3 

1已一已己 

スポンジ生化のビスケット 

160-170 

1&3 

2日-3已 

メレンゲのペストリー 

80-100 

1 Sl 3 

120-180 

マカ□ン 

100-120 

1&3 

3已一6已 

イースト生地のビスケット 

160-170 

1 Sl 3 

2已一已己 

パフのペスト U- 

170—180* 

1 Sl 3 

2已 一4已 


* 予備加熱び必要です。 

-記載されている数値はあくまでち目まです。 

お菓子/ベーキング料理がラま<焼けないとさ 


出来上がりの状態 

考え S れる原因 

改善策 

ケーキの下側に十分な 
焼さ色がつかない 

プレートの段が適当ではない 

さらに下の段に置く 

ケーキが型崩れする 
(だまやムラがでさる 
•だ5ける） 

温度が高すぎる 

温度を少し低く設定する 

焼さ時間が短い 

加熱時間を長めに設定する 

生地の水分が多い 

水分を控える 

ケーキがパサパヴして 
いる 

温度がおすぎる 

温度を少し高めに設定する 

焼さ時間が長すぎる 

加熱時間を短く設定する 

焼き色がムラになる 

温度が高<焼さ時間が短い 

温度設定を下げ加熱時間を長めに設 
定する 

生地の厚さが均等でない 

生地が巧等になるよラにな6す 

設定時間内に焼さあが 
5ない 

温度が低すぎる 

温度をかし高めに設定する 


• 加熱温度を上げてち焼さ時間び短くなるわけではありません。 

-電動泡だて器を使巧する場を、泡立て時間は必ずレシピに従ってください。 
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グラタン/その他のベーキング料理 


^ 料理名/食品 

湿度(で） 

7 レ-卜位置 

加熱時間(分） 

パスタ料理 

180-200 

1 

4己一 60 

ラザニア 

180 — 200 

1 

2己一 40 

野菜のグラタン 

160- 170* 

1 

1已 一3 日 

チーズバゲット 

160- 170* 

1 

1已 一3 日 

甘いパン 

180-200 

1 

40-60 

魚料理 

180-200 

1 

30-60 

野菜の詰め物 

160-170 

1 

30-60 


* 予備加熱び必要です。 

-記載されている数値はあくまでを目安です。 


冷凍食品調理表 

• 温度や加熱時間は調理する食品の量や個々の大ささ、使巧する調理器具によって異 
なります。あくまでち目安としてご利巧ください。 

•プレート位置はプレートラックを下から数えた段数です。 

-加熱時間は特に記載がない場合、オーブンが;令えた状態からの時間です。 


料理名/食品 

調理機能 

溫度(で） 

7 レ-卜位置 

加熱時間(分） 

冷凍ピザ 

ベンチヴーモ調理 

包装の記載に従ラ 

3 

包装の記載に従ラ 

ポテトチップス* 
(3 日日—6日日 吕） 

胃□テイヴーム調理 

200-220 

3 

1已一2已 

バゲット 

( X )ベンチヴーモ調理 

包装の記載に従ラ 

3 

包装の記載に従ラ 

フルーツフラン 

(X)ベンチヴーモ調理 

包装の記載に従ラ 

3 

包装の記載に従ラ 


* ポテトチップスは調理中2〜3回裏返してくださし、。 
-記載されている数値はあくまでを目安でず。 
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□ースト調理を行ラとき 

才ーブンプ□グラムの 設定： ベンチサーモ 調理 \( X ) 

-肉汁や油び調理器具や食器にこびりつくことを防ぐために、プレートに少量の水分 
を加えることをおすすめします。 

-調理の途中で、必要に応じて食品を裏返して < ださい。 

-大きな固まりの肉は、調理中にたまった肉汁を何度かかけてください。よりおいし 
く仕上げることびでさます。 

-オーブンに入れる肉、魚類は1 k 目しツ上のちのをお勧めします。 

-調理終了の約10分前にスイツチを切ることで、ま熱を利用して調理びでを、電気の 
節約になります。 

□ースト 調理に適した調理容器 
-化ず、オーブン用耐熱調理容器をご使用 <ださい。 

-調理容器の取扱説明書をよ < お読みになりご使用 < ださい。 

-薄切りの肉や切り身（脂分の少ないもの）は、ふた付きの食器（オーブン用）で調理す 
るとジューシーに仕上びります。 

-焦げ目をつけたり、カリカ U に調理ずるには、調理容器のふたをしないで調理します。 

□ースト 調理表 （1) 


國 難を/飾。 ■ 1 

温度(で） 

山-卜位置 

加熱時間(分), 

豚肉 


mm 

1 — 

ショルタ’一•首肉 • / V ム肉 （ 1日日日旨-1已日日吕） 

^170-190" 


90-120 

チョップ•スペアリブ （1 CICICI 邑 — 1加□邑） 

180-200 

1 

60-90 

ミート □- フロ日日呂 一 1日日日旨） 

180-200 

1 

4 己一目日 

ひざ肉（下ごしらえ済み）口已□邑 — 1□□日旨） 

170-190 

1 

90-120 

牛肉 

ポット□-スト（100□吕 - 1加□吕） ^^^ pi 80 E 200 B 

n 

,120 三 加1 

□-ストビーフ/フイレ（厚さ 1 cm で 1 枚につき） 

210 -23 び J 

^6-9^ 


□-ストビ-フ（1日00吕） 

P 70-190 

T^f yu - 

ひざ肉 （1 日日日呂 -2 日□□旨） 

170-190 

1 

120-150 





脚肉 （1 日日□旨-1加□旨） 1 ~ 

170-190 

1 

75-120 

肩□-ス （1 日日日呂 - 1加□旨） 

180-200 

1 

60-90 


* 予備加熱び必要でず。 

-記載されている数値はあくまでち目安です。 
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□ースト調理表 （2) 


M 料理名/食品 

圓 

溫度(で） 

フ’レ-卜位置加熱時間(分） 

調理プレートでル物調理 





ソーセージ（コルドンブルー） 

220-230* 

1 

已 一8 

ソーセージ 

220-230* 

1 

12-15 

ホタテまたはかさな肉（パン粉付） 

220-230* 

1 

12-15 

肉団子 


210- 220*^ 一 1心 一 L 已 

魚 


魚の蒸し焼さ（丸ごと） （ 1000呂一 

1已〇〇邑） 

210-220 

1 

4己一7己 

家貪肉 




鶏肉（太コた雌） （ 1000巨-1已〇〇巨）1 

190-210 

1 

4己一7己 

半身（各400邑一己00邑） 

200-220 

1 

3己一已日 

切じ)身（各200邑 一2 己〇呂） 

200-220 

1 

3已一已日 

アヒル 

^_^ JL 180 = 200 J^l ^ L 7 已二1〇已 ■ 

W 物肉 


ウサギ肩□ース/脚（1000旨 





シカ 肩□—ス （ 1己00邑一 2000目） 

210-220 

1 

7已 一10 己 

シカ 日要肉 （ 1已〇〇呂一 2000呂） 

200-210 

1 

9日一13已 


* 予備加熱び必要です。 

-記載されている数値はあくまでを目安です。 
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グリル調理を行ラとき 

才ーブンプ□グラムの設定：グリル調理こつ（最高温度2已ぴ C に設定） 

上部のグ U ルヒーターにより加熱を行います。あらゆるグ U ル調理に適しており、特 
に薄切りの肉や魚に適しています。 

T \ 調理プレートとグ U ルプレートを組み合わせて挿入し、調理プレートを油受け 
として使用してください。ただし、トッピングのあるIストの場合は、そのま 
ま調理プレートにのせてオーブンに入れてください。 

A ミち意オーブンのドアは必ず閉めて調理してください。 


グリル調理表 

グ U ル調理を利用した調理例です。お料理の参考にごま用 <ださい。 

-温度や加熱時間は調理する食品の量や個々の大きさ、使用する調理器具によって異 
なります。あくまでも目まとしてご利用ください。 

-プレート位置はプレートラックを下から数えた段数です。 

-加熱時間は特に記載びない場合、オーブンびをえた状態からの時間です。 


□ 料理名/食品 

T レ-卜位置 

加熱時間-表 
(分） 

加熱時間-裏 
(分） 

バ ーガー 

3 

8-10 

6-8 

ポークフイレ 

2 

10- 12 

6-10 

ソーセージ 

3 

8-10 

目一8 

フイレステーキ-仔牛のステーキ 

3 

6-7 

已 一6 

牛肉のフイレ.□-ストビーフ（1000巨） 

2 

10- 12 

10- 12 

1 -- スト 

3 

4-6 

3-已 

トッピングのある1-ースト 

2 

8-10 

— 


' 記載されている数値はあくまでち目安です。 
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□ティサーム調理を行ラとき 

才ーブンプ□グラム設定：□テイサーム調理ろ^ 

フアンとグ1」ルで加熱を行います。一段で大をな固まり肉の□ースト料理を行った 
り、グラタンなど表面に焼を色を付ける料理などに適しています。 


□テイ サーム 調理表 


下表は□ティサーム調理を利用した調理例です。お料理の参考にご活用<ださい。 

-温度や加熱時間は調理する食品の量や個々の大ささ、使用する調理器具によって異 
なります。あくまでち目安としてご利用くださし、。 

-プレート位置はプレートラックを下から数えた段数です。 

-加熱時間は特に記載びない場合、オーブンび;令えた状態からの時間です。 

•調理時間び長いものは、ま熱を利用して調理することびでをます。約10分前に 
スイツチを切ることで電気の節約びでをます。 


H 料理名/食品 

ミ豆度(で） 

つ。 レ-卜 
位置 

加熱時間- 1 
(分） 

加熱時間- 2 
(分） 

夷島肉（曰00邑 一 1000邑） 

160 

2 

已 0-60 

2 己一 30 

豚肉巻きの□-ストに日日日旨） 

160 

2 

日 0 — 日已 

4 己 

パスタ料理 

180 

2 

30 

— 

ポテトグラタン 

200 

2 

20-23 

— 

ニョツキのグラタン 

180 

2 

20-23 

— 

カリフラワーのオランデイズソース添え 

200 

2 

1 己 

— 


' 加熱時間-2は裏返してか6の加熱時間です。 
' 記載されている数値はあくまでち目安でず。 
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解;ま/乾燥を行うとき 


才ーブンプ□グラム設定：□ティサーム調理 W (30°C に設定） 

30での做品で加熱を行います。;令凍した食品の解凍などに適しています。また、乾燥 
機能を使って野まチップやドライフルーツ、な存食品を作ることびできます。 

A ま意 

A ホ熱でオーブン庫内び30でし U 上ある場合でも、解凍の機能は作動します。解凍 
する食品によっては、高温のま熱で解凍しないほラびよいもの（刺身用の魚の 
さくなど）ちありますのでごま意ください。 

A 解凍する食品は、必ず包装から出して耐熱皿にのせ、グ U ルプレートの上に置い 
てください。 

A 食品をのせた耐熱皿をラップやふたで覆わないでください。解凍時間び長引く 
W 願になります。 


解凍調理表 

下表は;令凍食品の解凍例です。お料理の参考にごま用ください。 

-必要に応じて、解凍の途中で食品を裏返して < ださい。 

-グ1」ルプレートをご使用ください。 

-グ1」ルプレートは一番下の段に挿入してください。 

-食なは、器に入った状態でグ1」ルプレートにのせてください。 

-温度や加熱時間は調理する食品の量や個々の大ささ、使用する調理器具によって異 
なります。あくまでも目まとしてご利用ください。 

-加熱時間は特に記載びない場合、オーブンび;令えた状態からの時間です。 


H 料理名/食品 

解凍時間 
(分） 

追加解凍時間 ■ 

(分） 


鶏肉り000邑） 

100-140 

20-30 

途中で裏返してください 

その他の肉（1000邑） 

100-140 

20-30 

違中で裏返してください™ 

その他の肉巧00邑） 

90-120 

20-30 

途中で裏返してください 

マス （1 已〇目） 

2己一3己 

10-15 

— 

イチゴ (300 邑） 

30-40 

10-20 

— 

バタ-に已〇吕） 

30-40 

10-15 

— 

生ク U— ムに00巨X 2) 

80-100 

10-15 

かし凍つた状態でちホイップ 
することがでさます 

ケーキ （1400 邑） 

60 

60 

— 


* おまび十分でない場合は、追加で稱まを行って<ださい。 
' 記載されている数値はあくまでち目安です。 


已〇 



































乾燥調理表 

下表は乾燥機能を利用した調理例です。お料理の参考にご活用 < ださい。 

-乾燥の場合、調理プレートにオーブンシートを敷を、その上に食品を重ならないよラ 
に広げてください。 

•乾燥終了後は才ーブンから出し、一晩そのままにしておくと仕上びりび良くなります。 

-温度や加熱時間は調理する食品の量や個々の大ささ、使用する調理器具によって異 
なります。あくまでち目安としてご利用くださし、。 

-プレート位置はプレートラックを下から数えた段数です。 

-加熱時間は特に記載びない場合、オーブンび;令えた状態からの時間です。 

H 料理名/食品 湿度(で）__ 1力日3 

1段の場合2段の場合]^ (刀' 

i?a 


を ,1 S 3— 酔三日— 


赤唐辛子（スライス） ■ 

7己 

2 

1&3 

已 一8 

スープにする野菜 

7已 

2 

1 S 3 

己一目 

マッシュルーム 

已〇 

2 

1 S 3 

6-9 


[香草 已 □ 2 一— S3 麵由2 三4誦 


果物 


プラム 

7已 

2 

1 S 3 

8-12 

アプリコット 

7已 

2 

1 S 3 

8-12 

IJ ンゴ（スライス） 

7己 

2 

1&3 

6-9 

ナシ 

7已 

2 

1 S 3 

9-13 


' 記載されている数値はあくまでち目安でず。 
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保を食品をつくるとき 

才ーブンプ□グラムの 設定： ベンチサーモ 調理 两 

•必ず専用の耐熱性な巧ビンをご使用<ださい。 

-複数のビンを使用する場合は、同じ大きさのビンを使い、食品ち同じ高さまで入れて 
<ださい。 

-調理プレートは、プレートラックの一ま下の段に挿入してください。 

-ビンの面たび金属性のものや、ま起のあるタイプは使用しないでください。 

調理の手順-調理表 

1. 保巧ビンに食材を入れしっかりとふたをします。 

2. 調理プレートに已 00 ml の水を張り、プレートラックの一番下の段に挿入します。 

3. 調理プレートに保をビンを並べます。複数ある場合は、ビンが互いに触れないよラ 
に置いてください。一度に1 U ットルのビンが6本まで置けます。 

4. ビンの中身がぐつぐつと煮え始めた5(1 U ットルのビンで約3已〜60分）才一 
ブンのスイッチを切ります。さ5に加熱を継続する場合は、設定温度を1〇〇でに 
下げ、様テを見なが5調理を続けて < ださい。 



* 調 S 後は、；令めるまでそのままオーブン内に放置してくださし、。 
-記載されている数値はあくまでち目安です。 

已吕 


































































































電子レンジ調理を行うとき 


加熱調理前の準備とま意 

•調理する前に、「電子レンジ調理表」のスタンディングタイムを参考にして、食品を 
数分そのままの状態にしておをます。 

•調理する師こ、食品をアルミニウムホイル、金属の容器などから取りかしてください。 

•食品は、できるだけ電子レンジ調理対応の素材のラップ類でカバーをしてください。 
カバーなしの加熱は、パイ-パンなど、クラスト部分のおさを残したい場合の調理に 
限ります。 

-を凍食品の加熱は、室温の食品に比べて加熱時間を長く要します。 

-ソース類の加熱をするときは、ときどきかき混ぜてください。 

-にんじん-いんげん-力1」フラワーなどの固めの野菜は、水に入れて加熱します。 

-肉類などの大きなかたまりの食品は、加熱の途中で裏返してください。 

-野菜はでさるだけ同じ大ささにそろえて切ってください。 

•平らな幅の広いお皿をご使用ください。 

肉-魚の解凍 

-凍ったままの食品の包装をかし、ルさめの皿を裏返して乗せ、その下に大さめの容器 
や解凍用受け皿などを敷 < ことで、溶け出した液体のこぼれを防ざます。 

-解凍の途中で食品を裏返して < ださい。でされば解凍し始めた部分を切り分けて、取 
り出してください。 

バター. ケーキ. お菓子のスライス- クオーク （チーズ）の解凍 

•完全に解凍する前にレンジから取り出して室温で解凍させることにより、むらなく 
解凍でをます。完全に解凍する前に、金属-アル=ニウム製の包装やミ居入物を取り外 
してください。 

フルーツ-野菜類の解凍 

•; 令凍フルーツ-野菜類は、あとで生野菜として調理するため、完全に解凍する前にレ 
ンジから取り出し、室温で解凍させてください。 

-そのまま調理する場合は、解凍機能を使わず、強いワット数で加熱調理します。 

調理済み;ちま食品の解凍 

•食品の包みに添付されているま意書ををよく読んでから、電子レンジでの解凍-加 
熱を行ってください。 

-を凍食品び金属裂容器や、金属製のふたび付いたプラスチック容器に入っている場 
合は、電子レンジの解ずに適してし、る素ネオの容器び使われてし)る場合に限り、電子レ 
ンジで解凍-加熱び行えます 


已3 




電子レンジに適した調理器具 X : 適してしぶ 一: 適していない 


調巧器具の素が 

電子レンジ医] 

グ U ル調理 

n 

阐凍 

温め 

調理 

オーブン用耐熱性ガラスと磁器製品 1 > 

X 

X 

X 

X 

耐熱性でないガラスと磁器製品 

X 

— 

— 

— 

耐熱-耐凍性のガラスやセラミック 
ガラス（アク□フラム）のグリル 
プレート 

X 

X 

X 

X 

陶器3し±器 a 

X 

X 

X 

— 

耐熱性プラスチックに00でまで） 4 > 

X 

X 

X 

— 

段ボール紙-紙製の容器 

X 

— 

— 

— 

ポリエチレン製ラップ 

X 

— 

— 

— 

電子レンジ対応の□ースト用ラップ 4 > 

X 

X 

X 

— 

金属性の□ースト用皿（エナメル質-錶鉄製） 

— 

— 

— 

X 

黒漆や、シリコン加工の□ースト用ブ U キ製容器 4 > 

— 

— 

— 

X 

調理プレート 

— 

— 

— 

X 

ベーキング用皿 （ 1-ーストやパイ生地用） 

— 

X 

X 

— 

容器入りの調理加工済み食品 4 > 

X 

X 

X 

X 


1 ) バイレックスガラス’耐熱ガラスなどで、金属製の付属品や上塗り-メッキなどびされていないちの 
吕）金•銀’プラチナまたは、金属製のメッキや装飾び施されていないちの 

3) 水晶または、金属製付属品び付いていない它ので、金属質の上塗り加工びされていない它の 

4) 調理加熱の最高温度は、製造会社び推薦する調 a 温度基準に従ってください。 


T ] 電子レンジ調理のヒント 

• 食品は、すべて異なったおと成分で出来ていて、分量も様々です。従って、解凍-加 
熱調理に必要な調理時間とワット数は食品によってそれぞれ異なります。大まかな 
目まとしては分量び2倍になると、調理時間ち約2倍となります。 

• 電子レンジ調理では、食品内部で熱び発生するため、食品の隅々まで一度に熱び行を 
渡りません。従って食品の分量びをい場合は加熱の途中で食品を裏返すか、かき混ぜ 
る必要びあります。 

-なページの調理表には、スタンディングタイム設定び設けられています。調理する前 
に食品を才ーブン庫内、あるいは州こ一定時間置くことで、食品によりむらなく熱び 
行を;度ります。 

• ホは平たい幅の広い容器を使って炊<と、よ D よい調理結果び期待でをます。 


已4 
























































電子レンジ調理表 
解ず表 


合口 
良 ロロ 

電子レンジ巨] 

分量 

ワット数 
州) 

時間 

(分） 

スタンディング 

タイム 

(分） 

ヒント 

肉類 

肉類全般 

已00 

200 

10-12 

1日-1已 

解凍時間の半ばで裏 
返す 

ステーキ肉 

200 

200 

3-5 

已 -1 日 

解凍時間の半ばで裏 
返えして、解凍され 
た部分を取り外す 

合い挽さひを肉 

已00 

200 

10-15 

1日-1已 

グーラッシュ 

已00 

200 

10-15 

1日-1已 

家禽肉 

鶏肉 

1000 

200 

2已 -30 

10-20 

解凍時間の半ばで裏 
返し、ホイルで解凍 
された部分をカバー 
する 

鶏の陶肉 

100-200 

200 

3-5 

1日-1已 

鶏のモモ肉 

100-200 

200 

3-5 

1日-1已 

カモ肉 

2000 

200 

45-60 

20-30 

魚類 

魚全般 

已00 

100 

10-15 

1已 -2 日 

解凍時間の半ばで 
裏返す 

切り身魚 

已00 

100 

10-12 

1已 -2 日 

ソーセージ類 

スライスソーセージ 

100 

100 

2-4 

20-40 

解凍時間の半ばで裏 
返す 

乳製品 

クオーク 

2已〇 

100 

10-15 

2己-30 

アル S 製の包装を取 
り外し、解凍時間の 
半ばで裏返す 

パ'夕一 

2已〇 

100 

3-5 

1日-2日 

チーズ 

2已〇 

100 

3-5 

30-60 

クリーム 

2已〇 

100 

10-12 

20-30 

ホイルの覆いを取り 
外し、解凍時間の半 
ばでかさ混ぜる 


なページに続<一 


已已 
















































































































































解凍/溶かず/温め用-調理表 


食品 

電子レンジ巨） 

分量 

( W ) 

時間 

(分） 

スタンディング 

タイム 

(分） 

ヒント 

ケーキ/ビスケット 

イースト菌パン生地 

1個 

100 

2-3 

1日-2日 

解凍時間の半ばで容 
器ごと裏返す 

チーズケーキ 

1個 

100 

2-4 

1已 -2 日 

生クリームケーキ 

1個 

100 

1-2 

1日-2日 

ドライケーキ 

1個 

100 

2-4 

1已 -2 日 

解凍時間の半ばで容 
器ごと裏返す 

フルーツフラン 

1個 

100 

1-2 

1已 -2 日 

バンのかたまり 

1 kg 

100 

1已 -2 日 

1日-1已 

解凍時間の半ばで裏 
返す 

パンのスライス 

日.已 kg 

100 

8-12 

1日-1已 

□ールバン 

4個 

100 

已 -8 

已 -1 日 

フルーツ 

イチゴ 

300 

100 

8-12 

1日-1已 

蓋をして解凍し、解 
凍時間の半ばでかさ 
混ぜる 

プラム•さ<5んぼ 
ラズベリー•カレン 
トアプ IJ コット 

2已〇 

100 

8-10 

1日-1已 

固形を溶かす 

チヨコレート/チヨコ 
レートコーテイング 

1已〇 

600 

2-3 

— 

解凍時間の半ばでか 
さ混ぜる 

バター 

100 

200 

2-4 

— 

加熱する 

ビン入り 
べビーフード 

200 

300 

2-3 

— 

加熱時間の半ばでか 
さ混ぜる 

与える前に温度を確 
かめる 

ベビーミルク 
(18 日 ml ボトル） 

200 

1000 

0:2日- 
日 :4 日 

— 

ボトルにスプーンを 
入れて温める 
よ < かさ混ぜ、温度 
を必ず確かめる 

調理加工済み食品 

400-500 

600 

4-6 

已 

アル S 製の包装を取 
り外し、加熱時間の 
半ばで裏返す 

:令凍調理加工済み 
食品 

400-500 

400 

14-20 

已 
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溫め用-調理表 


食品 

電子レンジ巨] 

分量 

ワット 数 
( W ) 

時間（分） 

スタンディ 
ングタイム 
(») 

ヒント 

ミルク 

1 カップ 
約2 日日 ml 

1000 

1:15-1:45 

— 

カップにスプーンを 
入れて加熱する 

水 

1 カップ 
約2 日日 ml 

1000 

1:30-2:00 

— 

ソース 

2 日日 ml 

600 

1:00-2:00 

— 

加熱時間の半ばでか 
さ混ぜる 

スープ 

3 日日 ml 

600 

2:004:00 

— 


温め用-調理表 


食品 

電子レンジ医] 

分量 

ワット数 
( W ) 

時間（分） 

スタンディ 
ングタイム 
(分） 

ヒント 

魚全般 

500 

己00 

8:00-10:00 

— 

藍をして調理し、違 
中で、容器を数回 裏 
返す。 

切り身魚 

己 日日 

已00 

6:00-8:00 

— 

生野菜-短時間調理 1 > 

己 日日 

600 

12:00-16:00 

— 

約已 Oml の水を加え、 
蓋をして調理し、 

加熱時間の半ばで 
かさ混ぜる 

:令凍野菜-短時間調 
理 

己 日日 

600 

14:00-18:00 

— 

生野菜-長時間調理" 

巳 日日 

600 

14:00-20:00 

— 

冷;東野菜-長時間調 
理 

己 日日 

600 

18:00-24:00 

— 

ジャガイモの塩ゆで 

8 日日 g + 

目日日 ml 

1000 

5:00-7:00 

300 W /15-20 

蓋をして調理し、加 
熱時間の半ばでかさ 
混ぜる 

米を巧< 

8 日日 g + 

目日日 ml 

1000 

4:00-6:00 

— 


1 ) 野菜はすべて蓋をして調理して < ださし、。 

-表に記載されている解凍-加熱時間は目安です。食品自体の温度-種類-分量によって異 
な0ます。 
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コンビ調理について 

オーブンと電モレンジを組み合わせて調理することび出来ます。調理の際は、下表を 
ご参照ください。 

組み合わせ可能なプ□グラム：ベンチサーモ調理電子レンジ調理图 

:□テイサーム調理 (5] +電子レンジ調理图 

コンビ調理表 （1) 


食品 

ベーキング/ 
□ースト用 
容器 

才ーブン 
機能 

温度 

(で） 

電子レンジ 

蘭国 

プ レ— 卜 
位置 

加熱 

時間 

(分） 

ヒント 

焼き料理/ 

クオーク 

グラタン皿 

國 + 图 

2 已〇 

600 

1 

25-35 


焼さ料理/ 
グラタン 

グラタン皿 

國 + 图 

1 

250 

600 

1 


カモ肉 

2 日日〇呂 

耐熱ガラス 
容器 

國+图 

2 己日 1) 
180 

300 

300 

1 

40-60 

予熱 1 已分後、 
180 度で調 
理。 10 分間の 
スタンデイン 
グタイム 

切り身魚 

3 已〇邑 

耐熱ガラス 
容器 

1 

國+图 

1 

1 

2 已〇 

1 

600 

1 

15-20 

詰め物をして 
巻き、調味料 

を振を^^_ 

フィッシュ 

グラタン 

140 Og 

耐熱ガラス 
容器 

國 + 图 

1 

2 已〇 

300 

1 

30-40 

■ 

m 

鶏肉 丸ごと 

耐熱ガラス 
容器 

图+国 

200 

300 

1 

30-40 

調理開始 20 
分後に裏返す 

鶏肉半身 

耐熱ガラス 
容器 

图+图 

1 

200 

300 

1 

25-35 

調理開始 1 已 
分後に裏返す 

卜 

□—フ 6 己 Og 

耐熱ガラス 
容器 

1 

國 + 图 

2 已〇 

300 

1 

30-40 

已分間のスタ 
ンデイングタ 
イム 

鶏モモ肉 

耐熱ガラス 
容器 

图+图 

2 己日 1 

1 

600 

1 

25-35 

調理開始 20 
分後に裏返す 

モ牛肉の 
□-スト 

100 Og 

耐熱ガラス 
容器 

图+图 

210 

1 

300 

1 

30-40 

調理開始 2 已 
分後に裏返し、 

己分間のスタ 
ンデイングタ 
イム 


次ぺージに続く一 
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コンビ調理表に) 


食品 

ベーキング/ 
□ー スト用 
容器 

オーブン 

機能 

温度 

(で） 

電子いジ 
( W ) 图 

プレ-卜 
位置 

加熱 

時間 

(分） 

ヒント 

ポテト 

グラタン 

耐熱ガラス 
容器 

陸] + 图 

250 

600 

1 

2 日-巧 

チーズを 

まぶす 

ラム肉脚 
骨付走 

2000 邑 

耐熱ガラス 
容器 

區 1+ 图 

250 

600 

1 

30-40 

日分間の 
スタンデイン 
グタイム 

ラム肉脚 
骨なし 

2000 邑 

耐熱ガラス 
容器 

岡 + 同 

250 

600 

1 

30-40 

日分間の _ 
スタンディ4 

ラヴ ニア 
1200 吕 

耐熱ガラス 
容器 

网+同 

250 

600 

1 

25-30 

画 

グラタン 
1800 邑 

耐熱ガラス 
容器 

國 + 图 

250 

600 

1 

3 日- 3 己 

喃 i 開始凉， 
分後にか壬混 
ぜる 

ピーマン 
肉詰め 

耐熱ガラス 
容器 

岡 + 同 

250 

600 

1 

2 日-巧 

ピーマンを半 
分に切り、チー 
ズや野粟を詰 
める 

□-スト 
ビーフ 
1200 邑 

耐熱ガラス 
容器 

函 ]+ 圖 

250 

600 

1 

60-70 

10分間のス 
タンデイング 
タイム、一度 
裏返し、蓋な 
しで調理 

□- スト 
ビーフ 
1200 邑 

耐熱ガラス 
容器 

网+同 

250 

600 

1 

日日-目己 

日分間のスタ 
ンデイングタ 
イム、一度畫 
返す 


1 ) 予熱温度設定か5調理温度設定に変える 

-表に記載されている加熱時間-温度は目安です。食品自体の温度-種類-分量によって異な 
0まず。 
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電子レンジ調理で困ったな？と思った 5 


問題点 

対処ち法 

調理する食品の適切な分量表示が見当あた 

5ない 

-類似した食品表示を探し、次の基準で調理 
時間を延長するか、短縮する 
-2倍の分量=約2倍の調理時間 
.半分の分量=半分の調理時間 

食品が乾いた状態で出来上がる 

調理時間を短縮するか、低めのヮット数に設 
定する 

調理時間が終了してち、食品が解凍しなかっ 
たり、熱くな5なかったり、調理されてし、な 
い 

-調理時間を延長するか、高めのワット数に 
設定する 

-深い皿を使った調理は、加熱時間がより長 
<かか D ます 

調理時間が終了してち、食品の周りだけ焦げ 
ていて、中まで調理されていない 

-低めのワット数に設定し、調理時間を長め 
に設定する 

-スープなどの液体の調理は、途中でかさ混 
ぜる 
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lEC 60705に昼づいた試験調理について 

(電子レンジパワーレベル1000ワットの設定で調理） 

電モレンジの品質および機能は、それぞれ下表の調理ち法により、試験機関において 
試験調理済みです。 
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オートプ□グラム調理について 

電子レンジ調理び簡単に出来る、] 2種類のプログラムび組み込まれています。下表のレ 
シピと分量を目をに食材を還び、プ□グラムキー丘]で適したプ□グラムま号を還んで 
ください。設定ちま ( p 28 - 29) とレシピ ( P 日3 - P 日 4) を合わせてご参照ください。 

調理表 （ 1 ) 


プ□グラ 
ム番号 

機能 

レシピ 

分量 

予約加熱 
時間(分） 

保溫機能 
" HH " 

設定値 

最ル値 

最大値 

P 1 

解凍 

巧 

家禽肉(鶏、 
カモなど） 

巧 

1| 日日〇呂 

1 日日呂 

1,日日日 g 

19分4日秒 

作動しない 

P 2 

肉（ビーフ、 
豚など） 

で 

8加 g 

1 日日呂 

1,日日日 g 

17分3目秒 

作動しない 

P 3 

角 

□ 

l ,000 g 

1 日日呂 

1,日日日呂 

1 己分 2 日秒 

作動しない 

P 4 

パン 


己日〇呂 

1 日日呂 

1,日日日 g 

目分 

作動しない 

P 已 

ゆでる 

品 

冷凍野栗 
かなめ 
(巳日 ml の水 
を加える 

困 

8日〇呂 

1 日日呂 

1,0日日目 

1己分44秒 

作動ずる 

P 6 

を凍野栗 
多め 

(己日 ml のか 
を加える 

困 

8加 g 

1 日日呂 

1,0日日 g 

22分日目秒 

作動ずる 

P 7 

生野菜 
かなめ 
(已日 ml の水 
を加える 

困 

8日〇呂 

1 日日呂 

1,0日日目 

24分 

作動しない 









P 8 

生野菜 
多め 

(己日 ml のか 
を加える） 

困 

8加 g 

1 日日呂 

1,0日日 g 

2目分4日秒 

作動しない 

P 白 

ジャガイモ 
(100 ml の 
水を加える） 

田 

目加 g 

1 日日呂 

1,0日日呂 

17分12秒 

作動しない 

P 10 

角 

巧 

l ,000 g 

1 日日呂 

1,0日日目 

21分4日秒 

作動ずる 


次ぺージに続く一 
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調理表 （2) 


プ□グラ 
ムき号 

機能 

レシピ 

分量 

予約加熱 
時間(分） 

保温機能 
" HH " 

設定値 

最ル値 

最大値 

P 1 1 

つンビ 

機能 

凹 

ポテト 

グラタン 


1,0 日日 g 

4 日日旨 

l ,800 g 

30分 

作動する 

P 12 

鶏肉 

巧 

1,0 日日 吕 

日日日目 

140日 g 

3日分 

作動する 


1 ) 解凍機能とゆで機能では、食品を数回畫返してください。 

ポテトグラタン 

材料 （4 一已人分） 

ジャガイモ 

グ1」 ュ イェール.チーズ または 
ェメンタール-チーズ 
卵 

5ルクまたはク U —ム 
バター 
サイム 
ガーリック 

塩•コショウ-ナツメグ 

作りち 

1. ジャガイモの皮をむさ、約 3 mm の厚さにスライスしてか 5 水分をふさ取り、塩、 
コショウをふっておく。 

2. スライスしたジャガイモの半分の量を、;'由を塗った才ーブン用の容器に並べる。 
チーズを適量、上か 6 散 5 す。 

3 . 残りのジャガイモを重ねていを、最後に残りのチーズを一番上に散 5 す。 

4 . ガー U ックをつぶし、卵とサイムと-ルクと一緒に混ぜ、よくかを混ぜる。塩を適 
量加え、ジャガイモの上に流し入れる。 

已 .J (ターのかたまりを、上に柔せて焼く。 


7已〇呂 

100目 
1個 

2已 0 ml 

テーブルスプーン2 
テーブルスプーン1/2 
巧をむいたちのを1片 
適量 


プ□グラム番号 

プレート位置 

加熱時間 

P 1 1ポテトグラタン 

2 

30分 
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□ーストチキン 

材料 

鶏肉 1习习（1000-1200呂） 

ミ由 テーブル スプーン2 

塩•コショウ•パプ U 力•カレーパウダー適量 

作りち 

1 . 鶏肉を洗い、キッチンペーパーで水分をよくふき取る。 

2. 油に塩-コショウ-パプ U 力-カレーパウダーを加え、よくかを混ぜたちのを、鶏 
肉の中と表面にむ5なく塗る。 

3. 鶏肉の胸の部分を下にして、巧あさプレート（別を品）に柔せ、オーブン用の皿また 
は耐熱ガラス容器に置いてオーブンで調理する。 

4. 加熱時間の半ばで、鶏肉を裏返す。 

已.終了を知5せる信号音が鳴った5、肉の焼け具合を確かめる。加熱が更に必要な場 
合は、さ5に約10分間調理を続け、次の信号音が鳴った5スイツチを切る。 


プ□グラム番号 

プレート 位置 

加熱時間 

P 12 鶏肉1,200 吕 

2 

30分 
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点検とお手入れ 


A 警告 

〇 


点検やお手入れをする際は、化ず本体のスイツチを切り、ブレーカーを落とす 
か電源プラグを巧いてか5行ってください。 


0 


スチームク U —ナーや高圧洗を機は、絶対に使用しないで < ださい。故障の原 
因になります。 



本体が十分に;令えてか5作業をしてください。ヤケドや洗剤によるを色など 
の恐れがあります。 


〇 


掃除や部品の取り外しの際にケガをしないよラ十分ごを意ください。ゴム手 
袋や軍手などをして作業することをおすすめします。 


0 


電源コードが破損してコードを交換するとをは、必ず当社サービスセンター 
にお問い合わせください。 ご自身が交換することは危険ですので、絶対に行わ 
ないで < ださい。 


A ま意 


0 


研磨剤の入ったクレンザーや鋭利な清掃器具は使用しないで<ださい。キズ 
が付く恐れがあります。 


〇 


巿販の洗剤やク U - ナーを使用する際には、化ずメーカーの指示に従ってく 
ださい。 


オーブンの外側 

-本体の正面は、めるま湯に台所用洗剤を含ませた柔らかい巧でおいてください。 

-金属の部分（エナメル塗装）は専用のク1」ーナーを使ラと効果的です。 

オーブン庫内 

•ク1」一ニングがに、めるま湯に台所用洗剤を含ませた柔らかい巧で H いた後、乾か 
してください。毎回ご使用後にお手入れすることで焦げ付をを防ぎ、なのお手入れち 
簡単になります。 

-頑固な巧れは、オーブン専用のク U —ナーをお使いください。 

付属品 

-付属品（プレート親サイドレールなど）は、ご使用になった後は、すぐに洗ってく 
ださい。短時間水につけてから洗うと、巧れび落ちやすくなります。 


巨已 




サイドレール 

オープン庫内の左ちにあるサイドレールは取りがすことびでをます。壁面のお手入 
れは、サイドレールをがしてから行ってください。 


サイドレールのがしち 

レールをしっかりつかんで上に持ち上げ、が 
侧こ引っ張って取りかします。 



サイドレールの取付けち 

取り付け金具にはめ込んでから、下におろし 
て取り付けます。 
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オーブン庫內なの交換 


庫内巧び切れた場合はなの手順に従って交換して<ださい。 

么警告 

^感電ずる危険があります。庫内なを交換する際は必ずオーブンのスイッチを切 
^り、電源プラグを巧くかブレーカーのスイッチを切ってか5作業してください。 


A ま意 


〇 


庫内灯とガラスカバーは割れると危険です。オーブンの巧に巧などを敷いて 
作業してください。 


庫内归の交換手順 


1 . 才ーブン庫内左側のサイドレールを取り外します。 


2. ガラスカバーを取り外し、ガラス面をさ 
れいに拭いてください。 

3. 庫内灯を交換します。 

•庫内なは別売りとなります。ごま文は、お買 
上げの販売店、または当社サービスセン 
ターにご連絡の上おずめください。 


サービスセンター 

TEL : 0120-已44己-07 (フ U - 


-ダイアル） 


干 1 08-0022 ま京都港区ミ毎岸 3-2-1 2 安田芝浦第 2 ビル 

エレクト□ラックス-ジャパン株式会社白物家電事業部顧客サービス部 



A ミち意 

0安全のために化ず「2已 W • 230 V • 300で耐熱電巧」をご使用ください。 

A 八□ゲンライトを取り扱ラとさは、電球に飛び散った脂肪質の付着物が手に 
W ついて义傷する危険があるため、必ず巧を使ってください。 

4. ガラスカバーを元の位置に取り付けます。 

已.サイドレールをちとの位置に取り付けます。 
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故障かな？と思った 5 

修理を依頼される前になの事項にそってちラー度確認して<ださい。それでち、症 
状び改善されない場合は、お買いホめの販売店または、当社サービスセンターに修 
理をご依頼<ださい。正常な使用による故障し U かでの修理のご依頼は、な証期間内 
であってち費用を請まさせて頂くことびありますのでごミ主意ください。 


問題 

原因 

対処ち法 


才ーブンのスイッチが入つてい 
ない 

スタートキー应]を巧し 
スイッチを入れる 


時刻が設定されていない 

時刻の設定をする 

( pi 7時刻の設定と変更参照） 


必要な設定が不足している 

設定を再度確認する 

オーブンが加熱しない 

安全遮断機能が作動して 
いる 

安全遮断を解除する 
( p 40 セーフティ機能参照） 


チャイルド□ック機能が作動し 
ている 

チャイルド□ック機能を辭除ず 
る 


ブレーカーが落ちている 

ブレーカーを確認する(繰り返 
し切れる場合はサービスセン 
ターにご連絡ください） 


オーブンドアがをちんと閉まつ 
ていない 

ドアををちんと閉める 

電子レンジが作動しない 

ドアシール(密閉部分）に巧れ 
がこび IJ 着いている 

ミちれををれいに落とす 


スタートキーが押されて 
いない 

スタートキー应]を巧す 

オーブン庫内なが点な 
しない 

電源が切れている 

指定された規格の電球と交換する 
(口巨7才ーブン庫巧な参照） 

まお部に" d " が点なして 
オーブンが加熱しない 
フアンが作動しない 

テストモード（試運転）になつ 
ている 

臣]と [3 キーを同時に数秒間 
巧してスイッチを切ると、信号 
音が鳴0 " d " の表示が消えまず 
( pi 8テストモード参照） 
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仕様 


品名 

電モレンジ付オーブン 

型式 

KB 981 日 E (己 OHz ) 

KB 9810 E (60 Hz ) 

定格電圧 

斟目2日日 V 

斟目2日 OV 

定格周波数 

己 OHz 

目日 Hz 

発振周波数 

2.450 Hz 

設置方法 

ビルトイン 

定格消費電力（合計） 

3,4 已 0 W 

電子レンジ 

1，7 己 0 W 

ヒーター 加熱 

3,2 已 0 W 

電熱装置の定格消費電力 

3.150 W 

定格高周波出力 

11 日日日 W 

がお寸法 

W 592 XD 567 XH 388 mm 

加熱室の有効サ法 

W 406 X D 378 X H 20 己 mm 

重量 

41 k 邑 


アフターサービス 
保証について 

•本取扱説明書の最後に製品な証書び付いています。 

•な証書は販売店にて所定事項を記入しておミ度しします。内容をよくお確かめのラえ 
大切に保管してください。 

•な証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

-保証書の記載内容により無料修理いたします。な証書を紛失された場合や修理の 
内容によっては、保証期間内でも有料となる場合びありますのでご了承ください。 

-な証期間び過ざていてち、修理によって性能び維持でをる場合は有料で修理いたし 
ます。 


巨白 




















修理を依頼されるときは 

-「故障かな？と思ったら」をお読みのうえ、もう一度お調べください。それでも不具 
合のある場合は、電源プラグを抜くかブレーカーを落として、当社サービスセンター 
またはお買いホめの販売店にご連絡<ださい。 

-補修用性能部品は製造巧ち切り後已年間イ呆有しております。補修用性能部品とはそ 
の製品の機能を維持するために必要な部品のことです。 

お問合せ先 

■サービスセンター(下記またはお買いホめの販売店にご連絡<ださい） 

TEL ； 0120-已44己-07 (フリーダイアル） 

干1 08-0022 ま京都港区お岸 3-2-1 2ま田芝浦第2ビル 
エレクト□ラックス-ジャパン株式会社 
白物家電事業部顧客サービス部 

■ご連絡いただくこと 

-ご住所.お名前-電話番号 

•品名：電子レンジ付オーブン 

•型式 ； KB 白81 0 E 

•製品番号 （ PNC ) : 

•製造番号 （ S - No .) : 

•使用開始年月 ： < 年 月 曰> 

-詳しい故障内容' 状況 

* オーブンドアを開けた本体ち側に製品情報を表記したラベルび貼付されています。 
製品ま号 ( PNC ) や製造ま号 ( S - No .) はあらかじめ、裂品な証書に転記されることを 
お勧めします。 
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無料修理規定 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのま意書をに従った正常な使用状態で故障した 
場合には、お買上げ販売店または当社サービスセンターび無料修理いたします。 

2. イ呆証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、 

(1) 商品と本書をご提示のラえ、お買上げの販売店または、当社サービスセンター 
に依頼してください。 

(2) お買上げの販売店または、当社サービスセンターにご依頼のラえ、出張修理に 
際して本書をご提示ください。 

なお、離島に準ずる遠隔地では、ヴービス対応に日数を要するか、対応不可能 
な場合びございます。発生する費用に関しては、実費を申し受けます。 

3. ご贈答やご転居の場合のアフターサービスについては、事前にお買上げの販売店 
にご巧談ください。 

4. 保証期間内でちなの場合には有料修理となります。 

(イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障および損傷。 

(口）お買上げ後の取り付け場所の移動、落下などによる故障および損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異甫電圧による故障及び損傷。 
(二）一般家庭用し U 外（例えば、業務用での使用、車両、船舶への搭載）に使用された 
場合の故障および損傷。 

(ホ）本書の提示びない場合。 

(へ）本書にお買上げ年月曰、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句 
を書を換えられた場合。 

( 卜）メンテナンスに伴ラ部品の交換、メンテナンス費用等の適用除外、電波周波数 
変更等の適用除が。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です。 

(修理メモ） 


※製品保証書は p 72 についています。 

※製品保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちの 
です。従って製品な証書によってお客様の法律上の権利を制限するちのではありま 
せんので、保障期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買上げの販売店また 
は、当社サービスセンターにお問い合わせください。 

※な障期間経過後の修理、補修用性能部品のな有期間についての詳細は、本取扱説明 
書の 「口 己9 - p 70 ア フターヴー ビス」 を ご覧ください。 
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製品保証書について 

-本書はお買い上げ曰から下記の期間中に故障び発生した場合に、無料修理をお約束す 
るものです。 （ p 71 無料修理規定をご参照ください） 

•本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

-本書によって、お客様の法律上の権利を制限することはありません。 

保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買いホめの販売店または当社 
サービスセンターにお問い合わせください。 


製品保証書 


品名 

型式 

電子レンジ付才ーブン 

KBSSIOE 

製品番号 ( PNC ) 

製造番号 （ S - No .) 



※お客様 


お名前 


ご住巧 


TEL 

※お買い上げ曰 

保証期間 


お買い上げ日より1年 


※欄に記入のない場合は無効となりますので必ずご確認<ださい。 
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http://www.aeg-electrolux.jp 
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干1 08-0022 
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TEL. 03-5445-3363 FAX. 03-5445-3362 
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